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平
成
三
十
年
度
真
宗
学
会
評
議
員
理
事
会
・
運
営
協
議
会

第
一
回
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日
（
火
）
十
六
時
四
十
五
分
よ
り

西
譽
二
階
大
会
議
室
に
て

一
、
学
会
長
挨
拶
龍
溪
章
雄
先
生

一
、
議
長
団
選
出

議
長
徳
平
美
月
（
文
学
研
究
科
博
士
二
回
）

副
議
長
藤
雄
正
受
（
文
学
研
究
科
博
士
三
回
）

副
議
長
深
見
慧
隆
（
文
学
研
究
科
博
士
一
回
）

書
記
高
田
夏
美
（
文
学
研
究
科
修
士
一
回
）

害
記
小
野
優
菜
（
実
践
真
宗
学
研
究
科
修
士
一
回
）

一
、
自
己
紹
介

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
打
本
弘
祐
先
生
）

一
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
（
打
本
弘
祐
先
生
）

一
、
平
成
三
十
年
度
予
算
（
打
本
弘
祐
先
生
）

一
、
各
委
員
会
活
動
予
定
に
つ
い
て

（
一
）
庶
務
委
員
会
（
望
月
海
音
）

・
学
会
費
の
徴
収
・
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

（
二
）
研
究
委
員
会
（
文
珠
四
郎
琢
磨
）

・
真
宗
学
会
研
究
発
表
会
に
つ
い
て

・
卒
業
論
文
中
間
発
表
に
つ
い
て

Ｉ
真
宗
学
会
消
息Ｉ Ｉ

真
宗
学
会
消
息

評
議
員
理
事
会

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
（
火
）
十
二
時
十
五
分
よ
り

清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
打
本
弘
祐
先
生
）

○
理
事
の
退
任

・
川
添
泰
信
先
生
（
龍
谷
大
学
）

・
早
島
理
先
生
（
龍
谷
大
学
）

・
ケ
ネ
ス
田
中
先
生
（
武
蔵
野
大
学
）

○
評
議
員
へ
の
就
任

・
内
田
准
心
先
生
（
龍
谷
大
学
）

・
森
田
敬
史
先
生
（
龍
谷
大
学
）

・
金
澤
豊
先
生
（
龍
谷
大
学
）

一
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
（
打
本
弘
祐
先
生
）

一
、
平
成
三
十
年
度
予
算
（
打
本
弘
祐
先
生
）

・
第
七
十
二
回
真
宗
学
会
大
会
に
つ
い
て

（
三
）
編
集
委
員
会
（
山
名
深
）

・
真
宗
学
科
学
生
論
文
に
つ
い
て

・
雑
誌
『
真
宗
学
』
第
一
三
九
・
一
四
○
号
発
行
に
つ
い
て

（
四
）
親
睦
委
員
会
（
木
山
広
勝
）

・
真
宗
学
会
研
修
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

（
五
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
（
都
河
陽
介
）

・
真
宗
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

一
、
そ
の
他

一
七
五



庶
務
委
員
会
報
告

平
成
三
十
年
度

・
四
月
新
入
生
へ
の
入
会
案
内

・
五
月
会
計
等
の
引
き
継
ぎ

新
入
会
員
の
名
簿
作
成
。
そ
の
他
会
員
の
名
簿
整
理

予
算
案
の
作
成
と
決
算
報
告
の
確
認

・
六
月
学
会
費
納
入
依
頼
状
の
作
成
と
発
送
（
併
せ
て
真
宗
学
会

大
会
の
日
程
を
告
知
）

学
生
会
員
へ
の
会
費
納
入
の
督
促

・
九
月
真
宗
学
会
大
会
案
内
状
の
発
送

今
年
度
の
学
会
費
納
入
状
況
の
整
理

・
十
一
月
真
宗
学
会
大
会
に
お
け
る
学
会
費
納
入
受
付
な
ら
び
に
記

念
写
真
申
し
込
み
受
付

以
上
の
議
案
が
、
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
並
び
に
評
議
員
理
事
会
に
お

け
る
審
議
に
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
真
宗
学
会
運

営
協
議
会
の
年
間
行
事
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
は
各
委
員
会
に
譲
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
滞
り
な
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
併
せ
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
今
年
度
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
、
及
び
各
ゼ
ミ
委

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
報
告
運
営
協
議
会
議
長
徳
平
美
月
）

一
、
来
年
度
の
真
宗
学
会
大
会
に
つ
い
て

一
、
そ
の
他

真
宗
学
会
消
息

◇
真
宗
学
会
研
究
発
表
会

期
日
平
成
三
十
年
七
月
十
二
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
中
国
に
お
け
る
般
舟
三
昧
の
展
開
に
関
す
る
一
考
察

都
河
陽
介
（
博
士
二
回
）

研
究
委
員
会
報
告

◇
第
一
回
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
三
十
年
六
月
五
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

卒
業
論
文
説
明
那
須
英
勝
（
龍
谷
大
学
教
授
）

体
験
談
井
浦
智
真
（
修
士
一
回
）

鶯
地
宗
（
修
士
一
回
）

（
今
年
度
よ
り
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
、
住
所
変
更
・

学
会
費
納
入
に
関
す
る
確
認
を
行
っ
た
。
）

・
一
月
学
生
会
員
へ
の
会
費
納
入
の
督
促
（
卒
業
予
定
者
へ
）

・
三
月
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
に
て
会
費
督
促
。
及
び
一
般
会
員

へ
の
入
会
案
内

平
成
三
十
年
度
の
収
支
決
算
報
告
書
の
作
成

学
会
費
と
会
計
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
・
お
気
づ
き
の
点
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
報
告
望
月
海
音
）

一
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六



◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

期
日
平
成
三
十
年
十
月
二
十
五
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
初
期
真
宗
に
お
け
る
義
絶
と
問
題

ｌ
と
く
に
善
鶯
に
つ
い
て
ｌ

②
親
鶯
に
お
け
る
愚
者
の
救
い

③
葬
儀
を
通
し
て
考
え
る
日
本
の
仏
教
と
浄
土
真
宗

④
善
鴬
の
義
絶
に
つ
い
て
の
一
考
察

⑤
蓮
如
の
大
阪
に
お
け
る
教
化
活
動

ｌ
光
福
寺
資
料
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

⑥
真
宗
に
お
け
る
真
俗
二
諦
に
つ
い
て

⑦
臨
床
宗
教
師
の
展
開
と
可
能
性

⑧
親
鶯
に
お
け
る
善
導
の
六
字
釈
の
受
容

②
真
宗
仏
性
論
の
再
検
討
那
須
野
浄
彰
（
博
士
二
回
）

③
近
代
に
お
け
る
真
宗
教
義
の
英
訳
と
中
井
玄
道

嵩
宣
也
（
博
士
三
回
）

④
初
期
真
宗
に
お
け
る
還
相
回
向
の
研
究徳
平
美
月
（
博
士
二
回
）

⑤
源
信
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
の
受
容
に
つ
い
て

廣
澤
彌
々
子
（
博
士
二
回
）

⑥
親
鶯
の
儒
教
観
水
岡
知
典
（
博
士
二
回
）

真
宗
学
会
消
息

粟
田
池
月
奥
原
塚
田

津
田
ほ
の
か

中
島
範
親

矢
島
朱
里

岡
本
和
人

龍 哲
道龍昭哉

◇
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
七
十
二
回
大
会

期
日
平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

日
程
一
、
研
究
発
表

①
親
鶯
に
お
け
る
聖
道
門
観
逸
見
世
自
在
（
博
士
二
回
）

②
近
代
真
宗
に
お
け
る
英
訳
の
研
究

ｌ
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
か
ら
の
展
開
を
中
心
に
Ｉ

二
、
評
議
員
理
事
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

三
、
記
念
講
演
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
親
鶯
教
学
と
現
代
思
想

講
師
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
廣
田
デ
ニ
ス
氏

四
、
記
念
撮
影
本
館
講
堂
前

③
善
導
の
衆
生
教
化
に
つ
い
て
藤
雄
正
受
（
博
士
三
回
）

④
真
宗
学
の
「
実
践
」
研
究
に
お
け
る
「
主
体
」
の
問
題

入
江
楽
（
博
士
三
回
）

⑤
知
空
の
行
信
論
研
究
伊
藤
顕
慈
（
個
人
会
員
）

⑥
『
教
行
信
証
』
伝
授
の
一
試
論

ｌ
寂
如
上
人
御
講
義
を
通
し
て
ｌ

三
浦
真
証
（
龍
谷
大
学
講
師
）

⑦
近
世
真
宗
に
お
け
る
小
児
往
生
論
の
展
開

井
上
見
淳
（
龍
谷
大
学
准
教
授
）

一
七
七 嵩

宣
也
（
博
士
三
回
）



◇
第
二
回
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
三
十
年
十
二
月
六
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

卒
業
論
文
の
説
明
那
須
英
勝
（
龍
谷
大
学
教
授
）

体
験
談
江
原
来
伯
（
修
士
一
回
）

望
月
海
音
（
修
士
一
回
）

以
上
が
、
本
年
度
の
研
究
委
員
の
活
動
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
御
協

力
に
よ
り
、
本
年
度
も
全
日
程
を
成
功
の
裡
に
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
善
い
面
を
継
続
し
つ
つ
、
反
省
点
を
改
善
し
な
が
ら
、
よ
り
充

実
し
た
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
報
告
文
珠
四
郎
琢
磨
）

編
集
委
員
会
報
告

平
成
三
十
年
度

・
四
月
二
十
三
日

・
四
月
二
十
四
日

五
、
総
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

①
学
会
長
挨
拶

②
六
角
仏
教
会
奨
学
金
の
伝
達
式

③
議
長
選
出

④
総
会

真
宗
学
会
消
息

第
一
回
編
集
委
員
会
会
議

『
真
宗
学
』
第
一
三
七
・
一
三
八
合
併
号
配
布

開
始

平
成
三
十
年
度
の
編
集
委
員
会
は
、
例
年
の
活
動
（
『
真
宗
学
』
の
刊

行
・
配
布
）
に
加
え
、
真
宗
学
資
料
室
の
整
理
、
『
真
宗
学
』
・
『
真
宗
学

科
学
生
論
集
』
の
残
部
集
計
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
に
『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
真
宗
学
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
真
宗
学
』
の
広
告
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
販
売
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
大
き
く
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
諸
先
生
方
、
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
、
庶
務
委
員
の
皆
様
の
お
蔭

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
誌
の
執
筆
・
配
布
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸
先
生
方
、
大
学

院
生
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
、
厚
く
御
礼
申
し

・
二
月
上
旬

・
三
月

・
二
月
上
旬

・
十
月
二
十
四
日

・
十
一
月
六
日

・
十
二
月
下
旬

・
七
月
中
旬

真
宗
学
資
料
室
の
整
理
、
『
真
宗
学
』
・
『
真
宗

学
科
学
生
論
集
』
の
残
部
集
計

第
二
回
編
集
委
員
会
会
議

第
七
十
二
回
真
宗
学
会
大
会
記
念
講
演
収
録

『
真
宗
学
』
第
一
三
九
・
一
四
○
号
、
永
田
文

昌
堂
へ
原
稿
提
出
開
始

『
真
宗
学
』
第
一
四
一
・
一
四
二
号
原
稿
執
筆

依
頼『
真
宗
学
科
学
生
論
文
集
』
論
文
提
出
依
頼

『
真
宗
学
』
第
一
三
九
・
一
四
○
号
完
成
（
予

定
）

一
七
八



今
年
度
の
真
宗
学
会
研
修
旅
行
は
、
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ

に
も
あ
る
よ
う
に
蓮
如
上
人
、
顕
如
上
人
ゆ
か
り
の
土
地
で
も
あ
る
紀
州

の
浄
土
真
宗
を
は
じ
め
和
歌
山
の
寺
院
に
触
れ
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、

和
歌
山
県
の
各
地
を
巡
っ
た
。
近
年
の
学
会
研
修
旅
行
は
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
鹿
児
島
と
遠
方
へ
の
研
修
が
多
い
中
、
今
回
は
近
場
で
の
研
修

で
あ
っ
た
。
個
人
的
に
は
身
近
な
場
所
ほ
ど
訪
れ
る
機
会
も
少
な
い
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
、
浄
土
真
宗
と
い
う
ご
縁
が
な
け
れ
ば
今
ま
で
行
く
こ

と
は
な
か
っ
た
場
所
で
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
と

て
も
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
龍
溪
章
雄
先
生
、
深
川

宣
暢
先
生
、
鍋
島
直
樹
先
生
、
那
須
英
勝
先
生
、
玉
木
興
慈
先
生
、
井
上

平
成
三
十
年
度
真
宗
学
会
研
修
旅
行

「
蓮
如
上
人
・
顕
如
上
人
ゆ
か
り
の
紀
州
浄
土
真
宗
と
道
成
寺
ｌ
安

珍
・
清
姫
の
悲
恋
物
語
を
訪
ね
て
」

【
日
程
】

九
月
十
七
日
（
月
）

和
歌
山
駅
（
集
合
）
↓
和
歌
山
市
立
博
物
館
↓
道
成
寺
↓
ホ
テ
ル
シ
ー

モ
ア

九
月
十
八
日
（
火
）

ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
↓
鷺
ノ
森
別
院
↓
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
（
昼

食
）
↓
了
賢
寺
↓
念
誓
寺
↓
和
歌
山
駅
（
解
散
）

親
睦
委
員
会
報
告

平
成
三
十
年
度

上
げ
ま
す
。

真
宗
学
会
消
息

（
報
告
山
名
深
）

〈
九
月
十
七
日
〉

昼
十
二
時
半
に
各
々
和
歌
山
駅
に
集
合
の
後
、
バ
ス
で
出
発
し
た
。
幸

い
遅
刻
す
る
者
も
お
ら
ず
、
予
定
通
り
の
進
行
で
あ
っ
た
。
出
発
し
て
す

ぐ
に
鍋
島
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
日
の
大
ま
か
な
日
程
を

確
認
し
た
。
そ
う
し
て
最
初
の
目
的
地
、
「
和
歌
山
市
立
博
物
館
」
に
一

○
分
程
で
到
着
し
た
。
和
歌
山
市
立
博
物
館
で
は
本
願
寺
派
十
代
目
宗
主

で
あ
る
証
如
上
人
の
編
纂
し
た
「
御
文
章
」
、
一
五
七
一
年
に
描
か
れ
た

と
さ
れ
る
「
親
鶯
聖
人
御
絵
伝
」
、
文
明
八
年
に
書
か
れ
た
親
鶯
聖
人
と

蓮
如
上
人
の
絵
像
の
三
つ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
一

般
公
開
し
て
い
な
い
が
、
今
回
別
院
が
特
別
に
閲
覧
を
許
可
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
ど
れ
も
丁
寧
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
状
態
の
良
い
も

の
で
、
「
御
文
章
」
は
五
帖
そ
ろ
い
踏
み
で
装
飾
も
立
派
な
も
の
で
あ
っ

た
。
特
に
「
聖
人
一
流
章
」
や
「
白
骨
章
」
な
ど
、
今
で
も
多
く
拝
読
さ

れ
る
部
分
が
手
垢
の
跡
で
黒
ず
ん
で
お
り
、
当
時
か
ら
変
わ
ら
ず
拝
読
さ

れ
て
い
た
と
い
う
真
宗
伝
道
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
絵
像

に
関
し
て
は
、
高
田
先
生
か
ら
見
解
や
解
説
な
ど
も
い
た
だ
き
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
閲
覧
し
た
後
は
博
物
館
の

方
々
に
お
礼
を
述
べ
、
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
博
物
館
を
後
に
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
初
日
最
後
の
訪
問
場
所
、
道
成
寺
で
あ
る
。
到
着

す
る
ま
で
に
博
物
館
の
感
想
を
先
生
と
学
生
一
人
ず
つ
か
ら
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
初
め
て
親
睦
委
員
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
我
な
が
ら
緊

善
幸
先
生
、
高
田
文
英
先
生
、
佐
々
木
大
悟
先
生
、
内
田
准
心
先
生
、
及

び
、
親
睦
委
員
含
む
学
生
十
五
名
の
合
計
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。
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張
気
味
で
、
拙
い
進
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
面
目
次
第
も
な
い
。

紹
介
の
次
は
、
和
歌
山
教
区
の
布
教
使
で
あ
る
庵
戸
さ
ん
と
山
本
さ
ん
に

バ
ス
に
同
乗
し
て
い
た
だ
き
、
到
着
ま
で
お
こ
方
の
御
法
話
を
聴
聞
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
紀
州
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の
あ
り
が
た
い
お
話
を
い
た

だ
き
、
ま
た
二
日
目
の
訪
問
先
の
予
習
も
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
博
物
館

か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
約
一
時
間
後
、
道
成
寺
に
到
着
。
広
い
境
内
に
、
お

堂
が
い
く
つ
も
立
ち
並
ん
だ
大
き
な
寺
院
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
ご
住
職
の

案
内
の
も
と
、
道
成
寺
の
概
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
見
学
者
は
我
々
の

他
に
一
般
の
観
光
客
の
方
も
お
り
、
観
光
地
と
し
て
の
側
面
が
垣
間
見
ら

れ
た
。
道
成
寺
は
天
台
宗
の
寺
院
で
現
存
す
る
和
歌
山
県
最
古
の
寺
院
と

言
わ
れ
て
い
る
。
最
初
に
案
内
さ
れ
た
の
は
数
々
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
た

宝
仏
殿
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
色
も
形
も
様
々
な
仏
像
が
周
囲
に

立
ち
並
び
、
圧
倒
さ
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ご
住
職
か
ら
解
説
を

い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
像
の
謂
れ
や
寺
院
の
成
り
立
ち
、
ど
れ
を

取
っ
て
も
真
宗
に
し
か
触
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
新
鮮
な
も

の
で
あ
っ
た
。
解
説
の
後
は
お
堂
の
中
を
拝
観
し
た
。
そ
の
中
に
一
際
学

生
の
注
目
を
集
め
た
仏
像
が
あ
っ
た
。
そ
の
仏
像
、
今
回
の
研
修
参
加
者

の
一
人
の
学
生
の
顔
と
瓜
二
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
本
当
に
彼
を

モ
デ
ル
に
彫
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
え
る
程
似
て
い
た
。
写
真

を
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
な
い
の
が
非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
ご

住
職
に
よ
る
安
珍
・
渭
姫
の
悲
恋
物
語
の
絵
巻
き
説
法
を
聴
聞
し
た
。
ご

存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
う
が
、
安
珍
・
清
姫
の
物
語
は
端
的

に
言
え
ば
、
イ
ケ
メ
ン
僧
侶
と
愛
の
重
い
女
性
が
織
り
成
す
昼
ド
ラ
も
び

っ
く
り
の
愛
憎
劇
で
あ
る
。
あ
ま
り
気
持
ち
の
い
い
話
と
は
い
え
な
い
の

真
宗
学
会
消
息

だ
が
、
そ
こ
で
驚
か
さ
れ
た
の
は
ご
住
職
の
手
腕
で
あ
る
。
軽
快
な
巻
物

捌
き
に
、
お
か
し
な
哺
え
を
交
え
な
が
ら
、
時
に
は
聴
聞
者
に
も
問
い
を

投
げ
か
け
な
が
ら
笑
わ
せ
、
ま
る
で
喜
劇
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
雰
囲

気
を
作
り
出
し
て
い
た
。
実
際
、
私
は
笑
っ
て
い
た
時
間
の
方
が
長
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
。
ご
住
職
は
も
う
数
千
回
の
絵
巻
き
説
法
を
や
っ
て
き

た
と
仰
っ
て
い
た
が
、
納
得
の
回
数
で
あ
る
。
そ
し
て
、
説
法
の
最
後
に

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
「
妻
宝
極
楽
」
で
あ
る
。
妻
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
家
庭
の
平
和
に
繋
が
る
の
だ
と
結
び
、
絵
巻
き
説
法
は
終
わ
っ
た
。

既
婚
者
の
方
々
は
特
に
感
じ
る
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
私
も
い
つ
か

実
感
す
る
日
が
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
絵
巻
き
説
法
の
後
は
、
寺
院
内
を

隅
々
ま
で
見
学
し
、
記
念
撮
影
を
行
い
、
道
成
寺
を
後
に
し
た
。
真
宗
学

科
に
所
属
し
て
以
来
、
こ
れ
ほ
ど
他
宗
派
の
寺
院
を
詳
細
に
見
学
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
た
め
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

道
成
寺
の
後
は
、
皆
が
待
ち
か
ね
た
白
浜
温
泉
の
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
っ

た
。
到
着
ま
で
の
間
、
ま
た
先
生
と
学
生
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
、
私
自

身
も
ふ
と
思
い
つ
い
た
小
話
を
披
露
し
た
。
そ
の
後
は
参
加
者
も
疲
れ
た

の
か
、
舟
を
漕
ぎ
始
め
る
者
も
見
受
け
ら
れ
た
。
到
着
ま
で
の
バ
ス
内
は

静
か
だ
っ
た
が
、
一
時
間
ほ
ど
し
て
目
の
前
に
海
と
温
泉
の
湯
気
が
立
ち

上
っ
て
い
る
建
物
が
見
え
始
め
る
と
、
心
な
し
か
皆
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上

が
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
海
岸
沿
い
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。

事
前
に
写
真
を
見
て
い
た
た
め
、
豪
華
そ
う
な
ホ
テ
ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
物
も
綺
麗
な
外
観
と
内
装
で
、
学
生
の
身
で
そ
う

そ
う
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン

ト
に
集
合
し
、
全
員
に
部
屋
割
り
を
伝
え
、
夕
飯
と
懇
親
会
ま
で
の
時
間
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は
自
由
時
間
と
し
て
解
散
し
た
。
懇
親
会
は
豪
華
な
食
事
が
並
ん
だ
畳
の

部
屋
で
行
わ
れ
た
。
司
会
進
行
は
親
睦
委
員
の
学
生
が
務
め
、
初
め
に
鍋

島
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
龍
溪
先
生
に
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。
し
ば
ら
く
歓
談
し
た
後
、
今
回
の
参
加
者
全
員

の
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
学
生
か
ら
順
に
名
前
と
所
属
、

出
身
、
趣
味
な
ど
を
紹
介
し
て
い
っ
た
。
最
近
観
た
映
画
に
つ
い
て
の
話

題
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
個
性
的
な
趣
味
を
暴
露
さ
せ
ら
れ
た
者
も
い

て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
場
面
も
あ
っ
た
。
先
生
の
自
己
紹
介
の
後
に

は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
歓
談
し
、
学
生
間
は
勿
論
、
先
生
と
学
生
も
笑
顔
で

言
葉
を
交
わ
し
、
最
後
の
締
め
ま
で
明
る
い
会
話
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ

た
。
懇
親
会
の
あ
と
は
自
由
時
間
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
来
た
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
勢
い
で
私
は
友
人
と
共
に
温
泉
に
向
か
っ
た
。
決
し
て
温
泉
が

研
修
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
至
高
の

時
間
で
あ
っ
た
。
温
泉
は
三
階
に
分
か
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
違
う
形
状
の
温
泉
と
い
う
広
々
と
し
た
場
所
で
、
ま
さ
に
豪
華
と

し
か
言
え
な
い
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
研
修
の
疲
れ
と
親
睦
委
員
と
し
て
の
緊
張
で
張
り
詰
め
た
体
と
心
の

疲
れ
を
癒
し
た
。
温
泉
の
後
は
各
々
の
部
屋
で
皆
自
由
に
過
ご
し
て
い
た
。

酒
を
片
手
に
語
ら
う
部
屋
、
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
部
屋
、
早
急
に
就
寝
す
る
部

屋
に
分
か
れ
て
い
た
。
酒
以
外
は
、
修
学
旅
行
を
祐
佛
と
さ
せ
る
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
一
日
目
の
研
修
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

〈
九
月
十
八
日
〉

朝
の
目
覚
め
は
と
て
も
爽
快
、
と
は
い
か
な
か
っ
た
。
自
分
の
責
任
な

の
だ
が
、
早
く
に
床
に
就
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
若
干
の
瞼
の

真
宗
学
会
消
息

重
み
を
抱
え
た
ま
ま
朝
食
に
向
か
っ
た
。
会
場
は
海
が
一
望
で
き
る
場
所

で
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
時
過
ぎ
に
フ
ロ
ン
ト
に
集
合
し
、

ホ
テ
ル
を
出
発
し
た
。
目
的
地
に
到
着
す
る
ま
で
二
時
間
を
要
し
た
た
め
、

そ
の
日
の
予
定
を
大
ま
か
に
確
認
し
た
後
は
、
夜
眠
れ
な
か
っ
た
者
も
多

か
っ
た
よ
う
で
、
各
々
静
か
に
過
ご
し
て
い
た
。
私
も
少
し
ば
か
り
夢
の

中
へ
。
到
着
す
る
少
し
前
に
目
を
覚
ま
し
て
座
席
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ

に
広
が
っ
て
い
た
光
景
は
ま
さ
に
死
屍
累
々
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
入
れ
全
員

を
起
こ
し
、
二
日
目
最
初
の
訪
問
先
、
鷺
ノ
森
別
院
へ
到
着
し
た
。

鷺
ノ
森
別
院
は
蓮
如
上
人
の
弟
子
が
建
立
し
た
了
賢
寺
を
起
源
と
す
る
、

紀
州
浄
土
真
宗
の
中
心
と
な
る
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。
バ
ス
を
降
り
る
と
、

門
の
前
で
甲
冑
を
纒
い
雑
賀
衆
と
書
か
れ
た
幟
を
背
負
っ
た
方
が
私
た
ち

を
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
孫
市
の
会
の
森
下
さ
ん
で
あ
る
。
孫
市
の
会

と
は
、
紀
州
で
活
動
し
て
い
た
傭
兵
集
団
で
あ
る
雑
賀
衆
を
伝
承
す
る
た

め
の
会
で
あ
る
。
今
回
は
鷺
ノ
森
別
院
の
歴
史
と
、
こ
の
雑
賀
衆
の
お
話

も
聞
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
別
院
内
で
親
睦
委
員
の
調
声
で
勤
行
し
た

後
、
別
院
の
方
と
森
下
さ
ん
よ
り
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
蓮
如
上
人
が
紀

州
を
訪
れ
、
そ
こ
か
ら
浄
土
真
宗
の
教
線
が
着
実
に
拡
大
し
て
い
き
、
御

坊
を
三
度
移
転
さ
せ
、
そ
の
三
度
目
の
移
転
先
が
鷺
ノ
森
別
院
と
な
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
当
時
の
鷺
ノ
森
は
紀
伊
の
国
の
勢
力
を
占
め
る
雑
賀
衆

の
拠
点
で
あ
り
、
彼
ら
の
熱
心
な
信
仰
に
よ
っ
て
確
固
た
る
土
台
を
形
成

し
、
本
願
寺
が
織
田
信
長
と
争
っ
た
際
に
は
雑
賀
衆
に
力
添
え
を
い
た
だ

い
た
そ
う
だ
。
そ
の
土
地
の
勢
力
と
上
手
く
手
を
取
り
、
紀
州
浄
土
真
宗

の
土
台
を
形
成
し
た
蓮
如
上
人
と
そ
の
弟
子
の
手
腕
と
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
た
雑
賀
衆
の
存
在
は
紀
州
で
語
り
継

一
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一



い
で
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。
森
下
さ
ん
の
お
話
で
は
、
力
強

い
口
上
な
ど
も
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
戦
乱
の
世
を
戦
い
抜
い
た
人
々
の

と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
講
演
の
後
は
、
別
院
の

前
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
再
び
森
下
さ
ん
が
幟
を
振
り
な
が
ら
見
送
っ
て

く
だ
さ
る
中
、
別
院
を
後
に
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
こ
で
昼
食

を
と
っ
た
。
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
は
海
沿
い
に
あ
る
ョ
－
ロ
ッ
パ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
こ
で
優
雅
に
欧
風
ラ
ン
チ
を
食
す

の
か
と
思
い
き
や
、
バ
ス
を
降
り
て
向
か
っ
た
の
は
パ
ー
ク
内
に
あ
る
黒

潮
市
場
。
そ
の
市
場
内
の
お
店
で
マ
グ
ロ
定
食
を
い
た
だ
い
た
。
ョ
－
ロ

ッ
パ
の
街
並
み
と
海
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
厚
切
り
の
マ
グ
ロ
は
実
に
美

味
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ほ
ん
と
の
和
洋
折
衷
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど

と
実
に
く
だ
ら
な
い
発
想
を
し
て
し
ま
っ
た
。

各
々
食
事
を
済
ま
せ
腹
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
で
次
に
向
か
っ
た
の
は
、

紀
州
浄
土
真
宗
の
起
源
と
も
い
え
る
了
賢
寺
。
バ
ス
が
通
れ
る
道
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
近
く
の
駐
車
場
で
下
車
し
、
徒
歩
で
了
賢
寺
へ
向
か
っ

た
。
日
本
で
一
番
海
に
近
接
し
て
い
る
寺
院
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

実
際
本
堂
の
す
ぐ
横
に
は
海
が
見
え
る
と
い
う
立
地
で
あ
っ
た
。
了
賢
寺

で
は
ご
住
職
か
ら
寺
院
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
了
賢
寺

の
開
祖
で
あ
る
了
賢
が
蓮
如
上
人
か
ら
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来

絵
像
と
、
蓮
如
上
人
直
筆
と
さ
れ
る
「
信
心
獲
得
章
」
と
「
正
信
偶
」
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
地
域
一
帯
の
真
宗
の
起
源
と
称
さ
れ
る
に
相

応
し
い
説
得
力
を
も
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
。
本
堂
を
拝
見
し
て
い
る
と
、

坊
守
さ
ん
が
お
茶
を
滝
れ
て
く
だ
さ
り
、
皆
そ
れ
を
い
た
だ
い
て
ま
っ
た

真
宗
学
会
消
息

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
、
最
後
に
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
皆
バ
ス
へ
と

戻
っ
た
。

最
後
に
向
か
っ
た
の
は
研
修
最
後
の
目
的
地
、
念
誓
寺
で
あ
る
。
念
誓

寺
は
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
た
岡
亮
二
先
生
ご
出
身
の
寺
院
と
い

う
こ
と
で
、
到
着
の
前
に
岡
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
玉
木
先
生
と
井
上
先

生
か
ら
少
々
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
念
誓
寺
も
バ
ス
が
入
れ
る
道
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
近
く
の
道
路
で
バ
ス
を
降
り
て
、
徒
歩
で
向
か
っ
た
。
バ

ス
の
中
で
玉
木
先
生
が
「
見
て
も
寺
院
だ
と
わ
か
ら
な
い
」
と
仰
っ
て
い

た
が
、
確
か
に
中
に
入
る
ま
で
寺
院
だ
と
認
識
で
き
な
か
っ
た
。
外
観
は

整
っ
た
長
方
体
で
、
周
囲
に
は
水
が
張
っ
て
い
る
と
い
う
モ
ダ
ン
な
造
り

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
最
近
で
き
た
博
物
館
だ
と
言
わ
れ
て
も
疑
わ
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
現
代
に
馴
染
ん
だ
綺
麗
な
建
物
で
あ
っ
た
。
中
に
入

る
と
、
正
面
に
は
阿
弥
陀
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
本
尊
の
背
面
の

壁
に
は
真
筆
本
の
『
教
行
信
証
』
の
「
正
信
偶
」
の
一
部
が
刷
ら
れ
て
い

た
。
真
ん
中
の
通
路
を
挟
み
、
両
側
に
椅
子
が
整
列
さ
れ
た
シ
ン
メ
ト
リ

ー
の
構
造
は
教
会
の
そ
れ
を
坊
佛
と
さ
せ
た
。
ま
た
、
本
堂
全
体
を
覆
う

木
製
の
壁
に
は
、
建
物
を
囲
む
水
辺
の
水
面
が
日
光
の
反
射
で
映
し
出
さ

れ
、
心
を
穏
や
か
に
さ
せ
る
空
間
を
生
み
出
し
て
い
た
。
勤
行
の
後
、
岡

先
生
の
娘
さ
ん
で
あ
ら
れ
る
ご
住
職
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
念
誓
寺

の
デ
ザ
イ
ン
は
岡
先
生
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
だ
そ
う
で
、
家
族
内
で
も
対
立

が
起
き
た
と
い
う
。
お
話
が
進
む
に
つ
れ
、
岡
先
生
の
拘
り
を
知
り
、
度

重
な
る
熟
考
の
末
に
完
成
し
た
の
が
こ
の
御
堂
な
の
だ
と
実
感
し
た
。
特

に
、
正
面
の
壁
に
刷
ら
れ
た
真
筆
本
の
御
文
に
関
し
て
「
親
鶯
聖
人
の
推

敲
の
跡
に
こ
そ
御
心
が
顕
れ
て
い
る
」
と
い
う
岡
先
生
の
拘
り
に
は
頷
か
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さ
れ
た
。
お
話
の
後
は
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
御
堂
を
拝
見
し
、
最

後
に
岡
先
生
の
書
籍
を
い
た
だ
き
、
念
誓
寺
で
の
研
修
を
終
え
た
。

日
も
傾
き
始
め
空
が
茜
色
に
染
ま
る
頃
、
バ
ス
は
解
散
地
の
和
歌
山
駅

へ
と
向
か
っ
た
。
到
着
の
直
前
に
、
鍋
島
先
生
、
龍
溪
先
生
、
そ
し
て
、

親
睦
委
員
会
の
三
人
の
挨
拶
で
研
修
の
締
め
と
し
た
。
余
談
だ
が
、
駅
到

着
と
同
時
に
私
の
挨
拶
で
完
壁
に
締
め
切
っ
た
瞬
間
は
爽
快
だ
っ
た
。
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
挨
拶
も
終
え
た
と
こ
ろ
で
和
歌
山
駅
に
て
解
散
と
な
っ

た
。
も
う
し
ば
ら
く
和
歌
山
を
堪
能
し
よ
う
と
食
事
に
向
か
う
者
、
お
土

産
を
買
う
者
、
電
車
で
帰
路
に
就
く
者
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
別
れ
、

今
年
度
の
研
修
は
幕
を
閉
じ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
研
修
の
計
画
並
び
に
旅
行
会
社
と
の
交
渉
を
し
て
い

た
だ
い
た
鍋
島
先
生
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
学
生
の
皆
様
、

ま
た
、
今
回
の
研
修
の
広
報
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
真
宗
学
科
の
先
生

方
、
学
生
の
皆
様
、
そ
し
て
真
宗
学
会
の
為
に
研
修
先
と
し
て
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
訪
問
先
の
方
々
に
今
回
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
真
宗
学
会

研
修
旅
行
が
実
現
で
き
た
こ
と
、
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

（
報
告
木
山
広
勝
）

平
成
三
十
年
度

・
四
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
報
告

真
宗
学
会
消
息

「
教
員
紹
介
」
を
更
新

「
卒
業
論
文
評
価
基
準
」
・
「
真
宗
学
科
卒
業
論
文
提
出

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
・
「
卒
業
論
文
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
・

「
書
式
サ
ン
プ
ル
縦
・
横
」
・
「
論
文
検
索
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

そ
の
他
・
真
宗
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ー
ル
対
応
（
随
時
）

・
雑
誌
『
真
宗
学
』
の
販
売
（
編
集
委
員
・
庶
務
委
員
と
連
動
随

時
）

（
報
告
都
河
陽
介
）

・
九
月

・
十
月

・
十
一
月

・
十
二
月

．
一
ハ
ロ
口

を
更
新

「
真
宗
学
科
学
生
論
文
」
を
掲
載

第
七
十
二
回
真
宗
学
会
大
会
の
申
込
要
領
を
掲
載

卒
業
論
文
体
験
談
資
料
・
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
更
新

平
成
三
十
年
度
真
宗
学
会
研
修
旅
行
の
報
告
を
掲
載

第
七
十
二
回
真
宗
学
会
大
会
の
要
項
を
掲
載

第
七
十
二
回
真
宗
学
会
大
会
の
報
告
を
掲
載

卒
業
論
文
体
験
談
資
料
を
更
新
（
二
回
目
）

一
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龍谷大学真宗学会会計報告

a・平成29年度決算 (単位：円）

一
八
五

収入の部

決算
１
１
１
１ 予算

Ｉ
１
１
１ 差額

①平成28年度繰越金

②学会費

〔内訳〕

･個人会員A(正会員）

一般会員

5,000×306=1,530,000

LM1回生

10,000×10= 100,000

LM2回生以上

10.000× 1= 10.000

LD1回生

15，000× 6= 90,000

LD2回生以上

15,000× 4= 60,000

PM1回生

15,000× 9= 135,000

PM2回生以上

15,000× 7= 105,000

･個人会員B (学生会員）

Ll回生

16,000×79=1,264,000

L2回生以上

16.000×26= 416.000

L3・L4回生（編転入）

8.000× 1= 8.000

③学会誌販売・寄付等

④龍谷学会出版助成金

⑤龍谷学会講演助成金

⑥利息

7,215,743

3.718.000

13

300

100

000

OOO

OOO

59

7,215,743

6,039,000

40,000

300,000

100,000

257

0

-2.321.000

-27,000

０
０

－198

計 11．346．802 13.695,000 －2．348．198



(単位：円）

一
八
六

支出の部

29年度決算
１
１

■
、
■
、
■

29年度予算

1

1

ｌ
ｌ
ｉ
１
６

差額

①編集委員会

･真宗学（137.138号合併号出版。

発送費） 2,346

･真宗学編集費 5

.学会講演編集費 30

②研究委員会

･大会運営費315,914

1．講師謝礼(100,000)

2．事務諸経費（115,914）

3．アルバイト代(100,000)

･深草例会費 30

.卒論指導関連経費 8

.大会案内状印刷．発送費32

③親睦委員会

､教育補助費（大学院） 194

.学会研修補助費 275

④庶務委員会

･通信事務費 12

.納入依頼関係 57

アルバイト代 60

･合同研究室運営費 49

･インターネット管理費 158

⑤反省会費

⑥予備費

⑦次年度繰越金

316

344

000

000

100

482

000

829

951

626

000

365

774

2．381．660

7

386.496

469.829

338.716

100

281

388

000

430

671

2,445,000

400,000

494,000

360,000

100,000

300,000

9,596,000

－63．340

－13．504

－24．171

－21．284

－18

－2．207

0

570

329

計 11．346．802 13.695.000 －2．348．198



(単位：円）b・学会事業基金決算

以上の平成29年度決算報告について，相違ありません。

平成30年4月7日 庶務 龍溪章雄

井上順祐

打本弘祐

桑谷観慧

以上の平成29年度決算報告について，監査の結果，相違ありません。

平成30年5月1日 会計監査緒方義英佐々木隆晃

一
八
七

収入の部

① 平成28年度繰越金 3.229.978

② 利息 574

計 3.230.552



a.平成30年度予算案 (単位：円）

一
八
八

収入の部

30年度予算
１
１

ｌ
‐
Ⅱ
29年度予算

８
１

ｊ
０
１
０
■

差額

①平成29年度繰越金

②学会費

〔内訳〕

･個人会員A(正会員）

一般会員

5,000×330=1,650,000

LM1回生

10,000×16= 160,000

LM2回生以上

10,000× 7= 70,000

LDl回生

15，000× 5= 75,000

LD2回生以上

15,000× 2= 30,000

PM1回生

15,000×11= 165,000

PM2回生以上

15,000× 3= 45,000

･個人会員B (学生会員）

L1回生

16,000×168=2,688,000

L2回生以上

16,000×107=1,712,000

編転入L3回生以上

8.000× 4= 32.000

③学会誌販売・寄付等

④龍谷学会出版助成金

⑤龍谷学会講演助成金

⑥利息

7,388,671

6,627,000

40,000

300,000

100,000

329

7,215,743

6,039,000

40,000

300,000

100,000

257

172,928

588,000

0

0

0

72

計 14.456.000 13.695.000 761．000



(単位：円）

一
八
九

支出の部

30年度予算
８
１

《
■
Ｂ
Ｇ
画
■
■

29年度予算
１
１
▲
■
Ｕ
一
■
、
凸

差額

①編集委員会

･真宗学(第139,140号出版。

発送費) 1,800

･真宗学編集費 15

．学会講演編集費 30

②研究委員会

000

000

000

･大会運営費 340,000

1．講師謝礼・交通費(120,000)

2．事務諸経費(120,000)

3．アルバイト代(100,000)

･深草例会費 30

･卒論指導関連経費 10

･大会案内状印刷・発送費60

③親睦委員会

･教育補助費(大学院) 180

．学会研修補助費 300

.通信事務費 20

④庶務委員会

･通信事務費 30

.納入依頼関係 60

アルバイト代 80

･合同研究室運営費 60

･インターネット管理費 500

⑤議長団事務諸経費

⑥反省会費

⑦予備費

⑧次年度繰越金

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

1,845,000

440,000

500,000

730,000

30,000

100,000

600,000

10,211,000

2,445,000

400,000

494,000

360，000

0

100,000

300,000

9,596,000

600,000

40,000

6,000

370,000

30,000

0

300,000

615,000

計 14.456.000

０
１
１

１
０

13.695.000

Ｉ
Ｏ
ｐ
Ｏ
■
０
Ｆ
０

761.000



第
一
条
（
名
称
及
び
事
務
所
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会

完
朋
①
胃
呂
崖
朋
月
冨
ご
ｇ
ｇ
豐
言
国
呂
号
房
日
）
と
称
し
、

事
務
所
を
龍
谷
大
学
真
宗
学
研
究
室
に
お
く
。

第
一
一
条
（
目
的
）
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
教
育
の
発
展
及
び
会

員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
事
業
）
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
下

の
事
業
を
行
う
。

一
、
学
術
大
会

二
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
（
盲
目
。
巴
旦
陣
屋
＆
朋
冒
淫
日

国
呂
号
涜
目
）
の
発
行

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
下
記
の
会
員
で
組
織
す
る
。

一
、
名
誉
会
員
本
会
に
功
績
の
あ
っ
た
人
の
中
か
ら
、
理
事

会
が
こ
れ
を
推
薦
し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員
Ａ
龍
谷
大
学
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員
、
文
学

（
普
通
会
員
）
研
究
科
真
宗
学
専
攻
並
び
に
実
践
真
宗
学
研

究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
在
籍
の
大
学
院
生
、

及
び
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
も
の
。

三
、
個
人
会
員
Ｂ
龍
谷
大
学
文
学
部
の
真
宗
学
専
攻
の
学
生
。

（
学
生
会
員
）

四
、
個
人
会
員
Ｃ
真
宗
研
究
を
主
目
的
と
す
る
大
学
、
短
期
大

（
団
体
会
員
）
学
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
学
校
、
学
術
団
体
並

び
に
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
団
体
。

す
べ
て
の
会
員
は
第
三
条
に
定
め
る
事
業
に
参
加
し
、
本
会
の
刊

行
物
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
普
通
会
員
の
う

ち
大
学
院
修
士
課
程
修
了
以
上
の
学
歴
、
も
し
く
は
同
等
の
学
識

を
有
す
る
研
究
者
は
、
学
術
大
会
及
び
機
関
誌
に
お
い
て
そ
の
研

究
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
研
究
発
表
・
論
文
投
稿

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則

に
関
し
て
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
は
下
記
の
役
員
を
お
く
。

一
、
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
互
選
し
、
本
会
を
代
表

し
て
会
務
を
統
理
す
る

二
、
副
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
命
す
る
。
副

会
長
は
会
長
不
在
の
時
、
会
長
の
職
務

を
代
行
す
る
。

三
、
理
事
若
干
名
評
議
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。
理
事
は

理
事
会
を
組
織
し
、
会
務
を
処
理
す

ブ
（
》
○

四
、
評
議
員
若
干
名
会
員
の
中
か
ら
、
総
会
に
お
い
て
選
出

す
る
。
評
議
会
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、

特
に
重
要
な
会
務
を
審
議
す
る
。

五
、
監
査
委
員
二
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
会
計
の
監
査
を
行
う
。

六
、
編
集
委
員
若
干
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
の
編
集
を
行

津
《
，
／
Ｏ

役
員
の
任
期
は
、
二
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
た
い
。

第
六
条
（
顧
問
・
参
与
）
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
お
く
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
条
（
運
営
）
本
会
の
事
務
的
な
運
営
の
た
め
に
、
運
営
協

議
会
を
設
け
る
。
運
営
協
議
会
の
規
定
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条
（
総
会
）
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
望
及
び
理
事
会

の
召
集
に
よ
り
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
議
決
定
は

出
席
者
の
過
半
数
以
上
の
承
認
を
要
す
る
。

第
九
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
、
そ
の
他

の
収
入
に
よ
る
。

第
十
条
（
会
費
）
会
員
は
本
会
維
持
の
た
め
個
人
会
員
Ａ
は
年

額
五
千
円
そ
の
他
は
年
額
四
千
円
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
但
し
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
度
よ
り
〉

第
十
一
条
（
会
則
変
更
）
本
会
則
の
変
更
は
、
評
議
員
の
議
を

一
九
○



経
た
の
ち
、
総
会
の
決
議
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

附
則
①
本
会
則
は
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
十
一
月
二
十

二
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
会
費
の
改
定
は
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
十
一
月
二
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
本
会
則
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日

の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九
年
（
平
成

二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第

五
条
（
役
員
）
二
項
の
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
八

年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日
の
大
会
終
了
を
も
っ

て
適
用
さ
れ
る
。

一

九
一



龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
規
定

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
と
称

す
る
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
々
則
に
基
づ
き
学

会
の
運
営
に
関
す
る
諸
事
項
を
審
議
・
決
定
し
、
実
務
を

担
当
す
る
。

第
三
条
（
構
成
員
）
本
会
の
構
成
員
は
下
記
の
通
り
と
す
る
。

㈹
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員

㈲
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻
・
実
践
真
宗
学
研
究
科
実

践
真
宗
学
専
攻
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

州
文
学
部
真
宗
学
科
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

㈲
議
長
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

第
四
条
（
組
織
）

第
一
項
本
会
に
は
審
議
・
決
定
機
関
と
し
て
の
協
議
会
と
執
行
機

関
と
し
て
の
委
員
会
を
設
け
る
。

第
二
項
協
議
会
は
原
則
と
し
て
、
前
条
の
全
構
成
員
に
よ
っ
て
組

織
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
左
の
ご
と
き
分
科
協
議
会

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
大
学
院
協
議
会

㈲
学
部
協
議
会

第
三
項
分
科
協
議
会
の
決
定
は
協
議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
項
委
員
会
は
研
究
・
親
睦
・
編
集
・
庶
務
の
四
部
門
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
専
任
教
員
・
大
学
院
幹
事
・
学
部
幹
事
各
一
名

以
上
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
五
項
各
委
員
会
の
委
員
長
は
大
学
院
幹
事
よ
り
議
長
が
下
記
の

通
り
任
命
す
る
。

㈹
研
究
委
員
長
一
名

同
親
睦
委
員
長
一
名

第
二
項

第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
六
条

第
一
項

第
五
条

付
則

例
編
集
委
員
長
一
名

目
庶
務
委
員
長
一
名

（
委
員
会
の
業
務
内
容
）

㈹
研
究
委
員
会
：
．
…
大
会
・
例
会
等
主
と
し
て
研
究
に

関
す
る
事
項

㈲
親
睦
委
員
会
…
・
・
・
旅
行
、
歓
送
迎
会
等
主
と
し
て
親

睦
に
関
す
る
事
項

例
編
集
委
員
会
：
…
・
学
会
誌
の
編
集
等
主
と
し
て
編
集

に
関
す
る
事
項

目
庶
務
委
員
会
・
…
・
・
会
計
及
び
庶
務
全
般
に
関
す
る
事

項

（
議
長
・
副
議
長
・
書
記
）

協
議
会
の
議
長
一
名
・
副
議
長
二
名
以
内
は
幹
事
の
互
選

と
す
る
。

協
議
会
の
書
記
三
名
以
内
は
議
長
よ
り
任
命
さ
れ
る
。

（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
真
宗
学
会
が
負
担
す
る
。

（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
真
宗
学
会
の
年
度
に
準
ず
る
。

（
規
定
の
変
更
）
本
規
定
は
協
議
会
が
発
議
し
、
真
宗
学

会
大
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
本
規
定
は
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
十
一
月
二
十

四
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

う
（
》
Ｏ

②
本
規
定
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九

年
（
平
成
二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

九



■
８
●
■
■
０
耳
・
Ｈ
５
１
８
ｅ
■
巳
一
■
Ｕ
今
■
９
０
Ｆ
二
日
８
０
９
０
凪
Ⅱ
日
生
■
■
一

仏
教
関
係
図
書
獅

割
引
購
入
券
一
賄一の一堂

Ｉ
龍
谷
大
学
廻

真
宗
学
会
会
緬

員
用
Ｉ
一
Ｉ

『
真
宗
学
』
第
一
三
九
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
今
号
に
は
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
の
武

田
龍
精
先
生
の
講
演
録
を
は
じ
め
、
龍
谷
大
学

国
際
学
部
教
授
の
嵩
満
也
先
生
、
同
文
学
部
教

授
の
殿
内
恒
先
生
、
同
法
学
部
教
授
の
井
上
善

幸
先
生
、
同
文
学
部
講
師
の
打
本
弘
祐
先
生
の

論
文
に
加
え
、
非
常
勤
講
師
の
渡
邊
了
生
先
生

な
ら
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

の
逸
見
世
自
在
さ
ん
、
入
江
楽
さ
ん
の
投
稿
論

文
の
合
計
七
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

武
田
先
生
は
、
ご
自
身
の
被
爆
体
験
に
も
触

れ
ら
れ
つ
つ
、
核
兵
器
の
廃
絶
な
く
し
て
真
実

の
平
和
が
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
宗
教
学
や
仏

教
学
・
真
宗
学
の
広
範
な
視
点
か
ら
根
拠
付
け

て
論
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
嵩
先
生
は
、
親
鶯

教
義
に
お
い
て
は
念
仏
と
信
心
と
は
不
可
分
な

も
の
で
あ
り
、
他
力
の
信
心
や
念
仏
は
い
ず
れ

も
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
の
顕
現
し
た
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
殿
内
先
生
は
、
親
驚
撰
述
と
さ
れ
る
『
弥

陀
如
来
名
号
徳
』
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
は
他
の

親
鶯
撰
述
に
比
し
て
特
異
な
文
言
や
解
釈
が
み

ら
れ
る
こ
と
を
丁
寧
に
検
証
さ
れ
、
『
弥
陀
如

来
名
号
徳
』
の
従
来
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
再

検
討
を
試
み
て
お
ら
れ
ま
す
。
井
上
先
生
は
、

親
鶯
が
第
十
七
願
を
掲
げ
て
真
実
行
を
示
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
背
師
自
立
に
あ
た
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
明
恵
の
論
難
に
対
す

(編）
一

(集）
ー

へ

(後）
ー

へ

(記）
ー

る
応
答
と
い
う
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
打
本
先
生
は
、
親
鶯
の
幼
少
期
か
ら

成
人
期
に
至
る
ま
で
の
複
数
の
対
象
喪
失
の
経

験
を
指
摘
し
、
親
鶯
が
そ
れ
ら
を
経
験
し
な
が

ら
弘
誓
の
仏
地
に
立
っ
て
人
生
を
歩
ん
だ
姿
と
、

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
行
う
真
宗
者
の
あ
り
方
と
の

接
点
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
渡
邊
了

生
先
生
は
、
親
鶯
思
想
に
お
け
る
願
生
往
生
の

主
体
に
つ
い
て
、
有
無
を
離
れ
た
「
五
穂
仮
和

合
の
肉
体
的
精
神
的
な
唯
今
の
私
存
在
全
体
」

と
す
る
説
が
、
最
も
穏
当
か
つ
、
教
理
史
的
に

も
義
が
通
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
逸
見
さ
ん
は
、
観
経
隠
顕
釈
お
よ
び

『
末
燈
紗
』
第
一
通
に
お
け
る
聖
道
門
と
還
相

の
菩
薩
と
の
関
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
整
理

し
つ
つ
、
聖
道
門
の
教
の
説
者
を
還
相
の
菩
薩

で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。

入
江
さ
ん
は
、
「
実
践
」
研
究
に
お
け
る
「
主

体
」
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
手
が
か
り

に
、
権
力
構
造
に
よ
る
抑
圧
・
周
辺
化
の
問
題

を
指
摘
し
、
「
実
践
」
を
担
う
主
体
を
尊
重
す

る
研
究
が
い
か
に
し
て
な
さ
れ
得
る
の
か
を
提

示
し
て
い
ま
す
。

今
号
も
多
く
の
論
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

大
変
充
実
し
た
内
容
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
武
田
龍

精
先
生
を
は
じ
め
、
執
筆
者
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
能
美
）
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(平成29年4月～平成30年3月）

<仏教思想・文献＞

飯島明子 「ダム文字写本文化圏」におけるクー
バー・スイーウイチャイについての覚
書

林 隆嗣上座部大寺派とアバヤギリ派における
頭陀支の解釈一『『解脱道論』の所
属部派に関連して－

岡本健資 Dhammapada-Atthakathaにおける
「三道宝階降下」について

井上ウイマラ 律蔵における看病実践から医療者の燃
え尽き防止プログラムG.R.A.C.E.へ

山口周子後宮の聖女と悪女-Udena王妃た
ちの物語が説く教え－

張 風雷， 中国における南北朝仏教研究の新進展
松森秀幸[訳］

李 四龍南北朝期における『法華経』註釈様式
弓場苗生子[訳］ の変遷

李 子捷転依(parivrtti)と真如(tathata)の一考
察：南北朝期の中国仏教を中心に

ウィックストロ 法蔵の教相判釈の展開と三転法輪説
一ムダニエル

周 広栄， 般若経典における梵語声字の形態と機
柳幹康［訳］ 能に関する試論

張 凱， 杏雨書屋蔵羽271 『義記』の三宝思想
松森秀幸[訳］

趙 允卿， 中国仏教における相即の形成と変容
佐藤厚［訳］

パー リ 学
仏教文化学

31

パー リ学
仏教文化学

31

パー リ学
仏教文化学

パ－ リ 学
仏教文化学

パ－ リ 学
仏教文化学

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

31

31

31

15

15

15

15

16

16

16

－21－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

董 群， 吉蔵『金剛般若疏』研究
大澤邦由[訳］

職 長海， 「初章」と三論宗思想の基盤
松森秀幸［訳］

李 子捷玄芙帰朝以前の中国仏教における種姓
（性)説について： 『仁王経」 ・ 『瑠略本
業経』を中心に

張 文良， 中国華厳教学における般若系経典
中西俊英[訳］

通 然 日本所伝『破相論』 （観心論)の諸本に
ついて：新出金沢文庫残欠本を中心に

関 悠倫 『釈摩訶術論』における仏身観の一考
察：四種身説の可能性

織田顕祐書評・紹介馬場久幸著『日韓交流と
高麗版大蔵経』

楠 宏生 Tattvarthaにおける得・非得の翻訳
研究(3)

松下俊英大谷大学図書館所蔵『中辺分別論』チ
ベット撰述文献の試訳研究：帰敬偶，
論の綱要偶

森山結希曇無識訳『浬藥経』における「秘密
蔵」

福田洋一書評・紹介カンカル・ツルテイム・
ケサン著『学者の王のお言葉の正しき
伝統：一千万の智者の源という叢書：
カンカル・ツルティム・ケサン氏の全

集(mkhas dbanggsunggi rgyun
bzangblogsalbyeba'i 'byunggnas
zhesbyaba'idpebstar,khangdkar
tshulkhrimsskalbzangmchoggi
gsung'bum)』全十巻

山本和彦書評・紹介澤井義次著『シヤンカラ
派の思想と信仰』

堀田和義宰相チャーナキヤの格言詩:Cana-
kyanitidarpana和訳(1)

大島幸代高僧と護法神：僧伝史料に伝えられた
護法神像の造立

東ア
仏教

東ア
仏教

東ア
仏教

ジア

研究

ジア

研究

ジア

研究

16

16

16

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

仏教学セミナー

16

16

16

105

佛教学セミナー

佛教学セミナー

105

105

佛教学セミナー

佛教学セミナー

106

106

佛教学セミナー

佛教学セミナー

106

106

仏教史学研究60(1)
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筒井大祐石清水八幡宮本『八幡宮寺巡拝記』考仏教大学総合
研究所紀要

XIAOYue HearingtheNamesoftheBuddha仏教大学総合
（肖越) andtheBodhisattvas inthePure研究所紀要
LandSutras

筒井大祐翻刻石清水八幡宮本『八幡宮寺巡佛教大学大学院紀要
拝記』前 文学研究科篇

山口希世美 『久能寺経』の制作年・制作動機に佛教大学大学院紀要
ついて 文学研究科篇

星 優也 『妙覚心地祭文』の宗教世界：冥佛教大学大学院紀要
道・陰陽師・弘法大師 文学研究科篇

金子秋斗九条兼実の院近臣観：批判とその変佛教大学大学院紀要
容 文学研究科篇

安藤淑子原始仏教におけるkamaの考察 佛教大学大学院紀要
文学研究科篇

田中裕成有部系諭書における四善根と信の関佛教大学大学院紀要
係の由来 文学研究科篇

村上 勉原始仏教に見られる在家者の実践 佛教大学大学院紀要
文学研究科篇

相模泰造西域出土の唐代の幡について 佛教大学大学院紀要
文学研究科篇

情田政秋契沖及び安然の悉曇学と本居宣長の佛教大学大学院紀要
言語観 文学研究科篇

久保田 實良源の山王信仰と神前論義の形成 佛教大学大学院紀要
文学研究科篇

石丸 禎 『空性法親王四国霊場御巡行記』に佛教大学大学院紀要
ついて：先行研究の検討と新発見の文学研究科篇
類本史料の射程

杉山裕俊開宝蔵について： 『開宝遺珍』所収の仏教文化学会
『御製秘蔵詮』を中心に 紀 要

倉松崇忠 『倶舎論記』における不染無知、定障、 仏教文化学会
解脱障 紀 要

鈴木雄太聖憲の機根観： 『大疏百条第三重』を仏教文化学会
中心として 紀 要

関 悠倫 『釈摩訶術論』における密教的なも仏教文化学会
の：架空経典を中心に 紀 要

25

25

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

26

26

26

26
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平間尚子 『善導寺本』に描かれた高野山伝承： 仏教文化学会 26
『説経かるかや』を手がかりに 紀 要

森 覚仏教絵本『こどものくに別冊おしや仏教文化学会 26
かさま』にみるブッダのイメージ 紀 要

相馬一意 《分かる》ということ 龍谷教学 53

青山法城 「無量」に関する試論 龍谷教学 53

近藤真美,都築晶子， 大宮図書館蔵イスラーム関係資龍谷大学仏教 56
濱田正美,渡邊久， 料の研究：イスラーム関係図書文化研究所紀要
橘堂晃一,赤羽奈津子， 目録(稿）
宮本亮一,川見健人

『一遍上人縁起 『一遍上人縁起絵』現代語訳第四・ 時宗教学年報 46
絵』現代語訳研五・六巻
究会

那須英勝 『私聚百因縁集』の「仏法王法縁起由眞 宗 學137。
来」に見える中世日本仏教僧の重層的 138
世界観（川添泰信教授定年退職記念特
集號：浄土仏教と親鶯教義）

玉木興慈釈尊と親鷲の伝道：浄土三部経の序分眞 宗 學137･
に見る釈尊の伝道教化（川添泰信教授 138
定年退職記念特集號：浄土仏教と親鷲
教義）

佐々木大悟三毒五悪段にみられる奪算説について眞 宗 學137．
（川添泰信教授定年退職記念特集號： 138
浄土仏教と親鶯教義）

早島 理 インド大乗仏教埼伽行唯識学派におけ眞 宗 學137・
るいのち観（川添泰信教授定年退職記 138
念特集號：浄土仏教と親鶯教義）

朧 弘信 「文明版」系『正像未和讃』祖本の成大谷学報96(2)
立に関する一考察

松浦典弘五臺山佛光寺の唐代の経瞳 大谷学報97(1)

宮崎展昌[訳］ 蔵訳『阿閣世王経』第IV章訳注研究 大谷学報97(2)

Rhodes 日本における仏教と国家の関係：最澄大谷学報97(2)
RobertF. と空海の思想に関連して

安村好弘 オーケストラ編成による仏教音楽研究紀要（京都女子大31
の製作《祝典序曲》 学宗教・文化研究所）

能仁正顕大乗仏教の展開と仏説論 研究紀要（京都女子大31
学宗教・文化研究所）
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野口 実

情水谷正尊

京都と鎌倉 研究紀要（京都女子大31
学宗教・文化研究所）

『西方指南抄』の成立過程と真仏の筆眞宗研究 62
跡

明恵とその時代 高田学報 106

口絵解説『観阿弥陀経集註(存覚、書高田学報 106
写本)』について

ハリバッタ・ジャータカマーラー哲学年報（九州大学大77
研究(1)第一～第五話和訳 学院人文科学研究院）

ジヤヤンタの錯誤論:Nyayaman-哲学年報（九州大学大77
jari和訳 学院人文科学研究院）

平安貴族社会と「貴種」 史 林1m④

十七世紀後半の日朝関係と対馬藩：権史 林1m(4)
現堂送使の新設交渉を中心に

南宋における四書疏釈書の登場とその史 林101(1)
要因：師説の継承と出版文化（特集
学びのネットワーク）

この一冊！ 『実習サンスクリット文春 秋 597
法：荻原雲来『実習梵語学』新訂版』
サンスクリット語を楽しく学べる文法
書［吹田隆道編著］

｢声」連作掌篇(8)春 春 秋 597

精進料理のこころ(7)仏道修行として春 秋 597
食べる

極楽の原風景(1)人は死んだらどこへ春 秋 597
行くのか

演奏、 このとらえがたきもの：西洋芸春 秋 596
術音楽の演奏をめぐるアフォリズム

精進料理のこころ(6)典座の職と仏道春 秋 596

ドストエフスキーと仏教 春 秋 596

｢声」連作掌篇(5)大天使ミカエルさま春 秋 593

精進料理のこころ(3)絆をもって道心春 秋 593
となす

ブッデイスト・セオロジーの試み(5) 春 秋 593
現代の仏教的世界観

常磐井慈裕

新 光晴

岡野潔[訳］

片岡 啓[訳］

金
李
玄歌

骸鎮

田中秀樹

佐久間秀範

ロランディ

村昇洋

田
吉

若麻績敏隆

大久保 賢

吉
定
田
吉

村昇洋

方 晟

口ランディ

村昇洋

立川武蔵
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｢声」連作掌篇(4)失楽園

精進料理のこころ(2)三徳六味を備え
た料理

お釈迦さまが好き！

｢声」連作掌篇(3)波の音

精進料理のこころ(1)仏道修行として
の調理

瓢箪から駒が出た!？ ： 『青虫は一度溶
けて鰈になる』の誕生

ブッディスト ・セオロジーの試み(4)
｢開かれた」世界と自己否定

｢声」連作掌篇(2)庭の声

この一冊！ 『『摩訶止観』を読む』 智
顎から道元・螢山への視点［池田魯参
著］

モーツァルトの青春断想(8)

｢声」連作掌篇(1)彼岸の声

黄檗宗に関する内外の最新研究状況
(特集黄檗宗の歴史と文化）

渡来黄檗僧と絵画：肖像画を中心に
(特集黄檗宗の歴史と文化）

隠元禅師語録について（特集黄檗宗
の歴史と文化）

黄檗宗の歴史（特集黄檗宗の歴史と
文化）

黄檗宗あれこれ（特集黄檗宗の歴史
と文化）

ブッディスト・セオロジーの試み(2)
自分について

モーツァルトの青春断想(7)

いま、練習曲を見つめなおす： 「チェ
ルニー30番」とは何だったのか

入滅、分裂、結集、アビダルマ：

Sangiti-sutraの成立背景

舂
春

ロランディ

村昇洋

秋
秋

田
吉

592

592

舂
春
春

秋
秋
秋

露
田
吉

の団姫

ロランディ

村昇洋

591

591

591

春
春

秋
秋

藤田一照

立川武蔵

591

590

春
春

秋
秋

田口ランディ

奥野光賢

590

589

山千初

ロランディ

中智誠

春
春
春

秋
秋
秋

塩
田
田

589

589

588

錦織亮介

大槻幹郎

竹貫元勝

木村得玄

立川武蔵

春
春
春
春
春

秋
秋
秋
秋
秋

588

588

588

588

587

春
春

秋
秋

塩山千初

上田泰史

587

587

佛教學研究青原令知 74
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嘉祥吉蔵における真如と仏性につい佛教學研究 74
て： 『宝性論』・『仏性論』の依用を手
掛かりに

Onthesuddhadhyasayainthe 佛教學研究 74

YogacaraSchool

光定の戒律思想の研究 佛教學研究 74

論義「転換本質」の研究 佛教學研究 74

法蔵と四分律宗 佛教學研究 74

李 子捷

VoThiVan

Anh

岡本礼子

西山良慶

WickStrom

DanielAndrew

小野鴫祥雄

村上明也

太田蕗子

中国仏教における如来常住の実感

宝地房証真の『浬藥疏紗』について

チャンドラキールテイの菩薩階梯にお
ける所知と無明の習気について

教導者釈尊と魔

仏性論争における一閨提成仏の基礎的
研究：唐初期における霊潤・神泰・義
栄の争点をめぐって

『擢邪輪』における善導像一引用文
を手がかりとして－

大谷大学図書館所蔵『大乗五編論聞
害』 （2）

清代外モンゴルのセチェン・ハン部に
おける盟界画定の経緯：牧地紛争に関
する公文書を手掛かりに

三階蔵に見る独立柱の役割に関する考
察

ラーマーヌジャの瞑想論(4) 『シュリ
ー・バーシユヤ』 111.3.20～26読解

『ボーディサットヴァ・アヴァダー
ナ・カルパラター』第37章和訳

古ジャワ金言集Slokantara訳注研究
(3)

衣と性の規範に抗う「異装」：インド、
グジャラート州におけるヒジュラとし
ての生き方について（歴史のなかの異
性装)－(アジア）

佛教學研究

佛教學研究

真宗文化

74

74

27

古川洋平

藤村 潔

真
真

一
不
一
示

文化

文化

27

27

山崎真純

箕浦暁雄

朝魯孟格日勒

山口真宗教学 28

大谷学報97(2)

史 林1Ⅱ③

久保奈緒子

木村文輝

人間文化 43

人間文化 32

人間文化 32

人間文化 32

アジア遊学 210

１
１
充

訳
訳
ｆ
ｆ
道
美
弘
恵
藤

田
羽
引
大
安

國弘暁子
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服藤早苗序論歴史のなかの異性装（歴史のなアジア遊学
かの異性装）

鈴木 彰文化拠点としての坊津一乗院：浬藥図アジア遊学
と仏舎利をめぐる語りの位相（ひと・
もの・知の往来：シルクロードの文化
学)－(仏教伝来とその展開）

本井牧子海を渡る仏： 『釈迦堂縁起』 と『真如アジア遊学
堂縁起』 との共鳴（ひと．もの・知の
往来：シルクロードの文化学)－(仏教
伝来とその展開）

荒木 浩投企される<和国性＞： 『日本往生極楽アジア遊学
記』改稿と和歌陀羅尼をめぐって（ひ
と．もの・知の往来：シルクロードの

文化学)－(仏教伝来とその展開）

李 銘敬遼代高僧非濁の行状に関する資料考： アジア遊学
『大蔵教諸仏菩薩名号集序』について
（ひと・もの・知の往来：シルクロー
ドの文化学)－(仏教伝来とその展開）

近本謙介玄美三蔵の記憶： 『玄葵三蔵絵』と三アジア遊学
宝伝来との相関（ひと・もの・知の往
来：シルクロードの文化学)－(仏教伝
来とその展開）

高 陽 『大唐西域記』 と金沢文庫保管の『西アジア遊学
域伝堪文』 （ひと．もの・知の往来：
シルクロードの文化学)－(仏教伝来と
その展開）

内田澪子長谷寺「銅板法華説相図」享受の様相アジア遊学
（ひと．もの・知の往来：シルクロー
ドの文化学)－(仏教伝来とその展開）

川口健一ベトナムの女性と仏教（東アジアの女アジア遊学
性と仏教と文学)－(東アジアへの視
界）

金 英順朝鮮時代の女性と仏教：比丘尼礼順のアジア遊学
仏法修行を中心に（東アジアの女性と
仏教と文学)－(東アジアへの視界）

趙 恩調朝鮮時代における仏伝とハングル小アジア遊学
説：耶輸陀羅の物語（東アジアの女性
と仏教と文学)－(東アジアヘの視界）

210

208

208

208

208

208

208

208

207

207

207
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金 鍾徳 朝鮮の宮廷女流文学における宗教思想アジア遊学
(東アジアの女性と仏教と文学)－(東
アジアへの視界）

宋代の女性詩人と仏教：朱淑真を例と アジア遊学
して（東アジアの女性と仏教と文学）
－(東アジアへの視界）

『八幡愚童訓』の一側面：神功皇后像アジア遊学
と故事としての仏伝（東アジアの女性
と仏教と文学)－(『法華経』 と女人の
形象）

｢平家納経」と女性の仏教実践（東アアジア遊学
ジアの女性と仏教と文学)－(『法華経』
と女人の形象）

鎮源撰『本朝法華験記』独自の女性アジア遊学
像：表現の出典と発想の和化を手掛か
りに（東アジアの女性と仏教と文学）
－(『法華経』 と女人の形象）

『冥報記』における女性『法華経』信アジア遊学
仰説話の伝承考（東アジアの女性と仏
教と文学)－(『法華経』 と女人の形象）

『とはずがたり』における後深草院二アジア遊学
条の信仰心：西行の受容を中心に（束
アジアの女性と仏教と文学)－(女人の
道心と修行）

暗嚥としての〈仏教＞： 『更級日記』のアジア遊学
<物詣＞ （東アジアの女性と仏教と文
学)－(女人の道心と修行）

釈教歌と女性（東アジアの女性と仏教アジア遊学
と文学)－(女人の道心と修行）

手紙を書く女たち：儒教と仏教を媒介アジア遊学
に（東アジアの女性と仏教と文学)－
(女人の道心と修行）

紫式部の道心について（東アジアの女アジア遊学
性と仏教と文学)－(女人の道心と修
行）

女性仏道修行者の出家と焼身：東アジアジア遊学
ア仏教最初期の一考察（東アジアの女
性と仏教と文学)－(女人の道心と修
行）

207

陳 荘
J0，、 207

鈴木 彰 207

阿部龍一 207

馬 駿 207

李 銘敬 207

邸 春泉 207

中村 文 207

平野多恵

李 愛淑

207

207

張 龍妹 207

何 衛紅 207
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高 陽后と聖人：女犯の顛末（東アジアの女アジア遊学
性と仏教と文学)－(女性と仏教の文学
世界）

丁 莉女性たちの転生と「請生(たくしょ アジア遊学
う)」：説話と物語のありよう （東アジ
アの女性と仏教と文学)－(女性と仏教
の文学世界）

小峯和明 く仏伝文学＞と女人：物語の原点としアジア遊学
て（東アジアの女性と仏教と文学)－
（女性と仏教の文学世界）

勝浦令子 『参天台五臺山記』にみる「女性と仏アジア遊学
教」 （東アジアの女性と仏教と文学）
－(女性と仏教の文学世界）

石井公成女性が男性を論破する大乗経典：日本アジア遊学
の女性文学への影響（東アジアの女性
と仏教と文学)－(女性と仏教の文学世
界）

今西祐一郎女文字の仏教（東アジアの女性と仏教アジア遊学
と文学)－(女性と仏教の文学世界）

張 龍妹， 序文： 「東アジアの女性と仏教と文アジア遊学
小峯和明 学」に寄せて（東アジアの女性と仏教

と文学）

小峯和明天界の塔と空飛ぶ菩提樹：〈仏伝文学＞ アジア遊学
と<天竺神話＞ （ひと．もの・知の往
来：シルクロードの文化学)－(仏教伝
来とその展開）

井上章一聖徳太子のユーラシア（ひと．もの・ アジア遊学
知の往来：シルクロードの文化学）

張 龍妹 『聖母行実』における現報的要素： アジア遊学
『聖母の栄耀』 との比較から （ひと．
もの・知の往来：シルクロードの文化
学)－(西域のひびき）

ハルミルザエヴァ 『アルポミシュ』における仏教説話のアジア遊学
サイダ痕跡（ひと．もの・知の往来：シルク

ロードの文化学)－(西域のひびき）

ソディコフ 中世初期のテュルク人の仏教：典籍とアジア遊学
コシムジョン 言語文化の様相（ひと．もの・知の往

来：シルクロードの文化学)－(西域の
ひびき）

207

207

207

207

207

207

207

208

208

208

208

208
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劉 暁峰 端午の布猴（ひと．もの・知の往来： アジア遊学
シルクロードの文化学)－(西域のひび
き）

曹仲達様式の継承：鎌倉時代の仏像にアジア遊学
みる宋風の源流（ひと．もの・知の往
来：シルクロードの文化学)－(西域の
ひびき）

敦煙出土『新集文詞九経抄』と古代日アジア遊学
本の金言成句集（ひと．もの・知の往
来：シルクロードの文化学)－(西域の
ひびき）

小野篁の「輪台」詠（ひと．もの・知アジア遊学
の往来：シルクロードの文化学)－(西
域のひびき）

序文（ひと．もの・知の往来：シルクアジア遊学
ロードの文化学）

TheHeartandtheldentificationof印 仏 研

theHymns as theSoma in the
Rgveda

harsasthanasahasrani bhayasth-印 仏 研
anasatani caHundredsandThou-

sands ofOccasions for Joyand
Fear:AStudyofStockPhrasesin
thelndianGreatEpicMahabharata

Tithikarmaguna inGargiyajyotisa: 印 仏 研
TithiWorshipAccordingtoaNum-
berofEarlySources

Candragomin'sTheoryofkarman 印 仏 研

208

藤岡 穣 208

河野貴美子 208

後藤昭雄 208

近本謙介 208

TAKEZAKI

Ryutaro

66

TAKAHASHI

Kenji

66

MAKBill.M 66

KAWAMURA

Yuto

WATANABE

Masayoshi

66

TheoryofThreeTimesinNyaya:In印 仏 研
ConnectionwithMadhyamikaand
Sarvastivada

Kumarila and Santaraksita on印 仏 研
samvada:TheAgreementwitha
CognitionandtheAgreementwitha
RealEntity

OntheStructureoftheTarkakanda印 仏 研
intheBrahmasiddhi

66

ISHIMURA

Suguru

66

SAITOAkane 66
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OntheSignificanceoftheBhaga- 印
vatapurana inMadhusudanaSar-
asvati'sAdvaitaDoctrine

TheExpressionofHasyaandKar- 印
unaRasa inanlndianMiniature

PaintingofGitagovindal.32

Patriarchal SocietyandWomen's印
RolesinBangladesh:GrameenBank
onSocialChange

VariantReadingsintheSubhasutta印
oftheDighanikaya:BasedonPalm-
leafManuscriptsfromFiveTradi-
tions

AProblemontheOriginofthePali 印
CanonofKhomScriptManuscripts:
FoundinThailandandCambodia

SaltintheVinayas 印

TheResearchofBuddha'sBiogra- 印
phiesLiterature

OntheAuthoroftheSubhasitaratna- 印
karandakakatha

Inflectionsofda, pra-da, pra-yam印
andTheir Suppletion in the
Saddharmapundarika-sutra

TheThesisandAntithesisof the印

Saddharmapundarika

TheViewontheThreePitakasof印

theMahaviharaSchool :Disappear-
anceoftheTrueDhamma,Tran-
scribedTexts,andCodexWorship

TheVenerablePerson fromthe印

WesternRegionintheAbhi曲arma
MahavibhasaSastra

SixteenKindsofSunyata inthe印
Prajnaparamitapindarthasamgraha
andtheAstasahasrikaPrajnapar-
amita

仏 研 66MANABE

Tomohiro

仏 研MISAWA

Hiroe

66

仏 研 66BARUAAdity

仏 研 66CHAOWARI

THREONG

LITH

Bunchird

SRISETTH

AWORAKUL

Suchada

INOUEAyase

WANGLina

仏 研 66

仏
仏
研
研

66

66

仏
仏
研
研

66YAMASAKI

Kazuho

KASAMATSU

Sunao

66

仏
仏
研
研

66SUZUKI

Takayasu

SHIMIZU

Toshifumi

66

仏 研 66ISHIDA

Kazuhiro

仏 研 66KIMURA

Seimin
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VOThiVan

Anh
The Relationship between the印
YogacaraSchool andtheDasab-
humikasutra through theTerm
Samyaktvanyamavakranti

Onlnterpretationsoftheanusmrtiof印
theThree Jewels: *Buddhanus-

mrtivrtti, Vyakhyayukti, and
RelatedTexts

TheRelationshipbetweentheMad- 印
hyamakapancaskan曲aka and the
Ratnavali:WithaFocusonthePar-

allelPassagesintheDefinitionsof
theDefiledElements

TheDharanisvararajapariprccha印
QuotedintheMadhyamakavatarab-
hasya

Prajnakaragupta'sTheoryofSense- 印
Perception(indriyapratyaksa):With
aFocusontheCriticismof the

Nyaya-VaisesikaSchool

ASummaryof theFirstHalfof印
Anandagarbha'sVajrajvalodaya

TheDwellingPlaceofMahesvarain印
IndianEsotericBuddhism:Focusing
onDescriptionsofekalingainthe
Bhutadamaratantra

OntheWorksontheRitualofObla- 印

tionAttributedtoDipamkarasrij-
nana

PhylogeneticEstimationUsingVari- 印
antsofChapterTitles:TheCaseof
theXianyujinginTibetan

AStudyofAnShigao'sTranslation印
Style:AnAnalysisoftheBazheng-
daojingT112

DoctrinalDebate inTang-dynasty印
VinayaCommentaries: The Sub-
stanceofthePreceptsintheWorks
ofFali,Daoxuan,andHuaisu

仏 研 66

HORIUCHI

Toshio
仏 研 66

YOKOYAMA

Takeshi

仏 研 66

YONEZAWA

Yoshiyasu
仏 研 66

YOKOYAMA

Akito

仏 研 66

IJUINShiOri

FUJIIAkira

仏
仏
研
研

66

66

MOCHIZUKI

Kaie
仏 研 66

ISHIDA

Katsuyo
仏 研 66

SHIGuohuei 仏 研 66

NEWHALL

Thomas
仏 研 66
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OTANIYuka TheControversyoverthePrincipal
Doctrineof theNanshanVinaya
School intheSouthernSongand
Japan

KAMEYAMA ChikotsuDaie'sViewonthelnher-

Takahiko entExistence(honnu):AnAnalysis
ofltsRelationshipwiththeSangen
menju

阪本純子ヴェーダ祭式Upavasathaと仏教
（後藤) Uposatha「布薩」 ：梗概

伊澤敦子頭部崇拝に関する一考察

里見英一郎 RVX102「ムドガラの競争の歌」
再考

間口美代子 『ムンダカ・ウパニシャッド』のテキ
ストについて

川尻道哉 varnaは「音素」なのか？ ：言語認識
における音の役割をめぐって

岩崎陽一詩的意味の美的知覚：新ニヤーヤ学派
ジャガディーシャの暗示理論批判

川尻洋平 『主宰神の再認識詳注』の伝承につい
て

堀田和義地水火風は生きているか？ ： 「ジャイ
ナ教＝アニミズム」説の再検討

清水晶子 ジャイナ教徒のゴートラの神と祭祀に
関して：パンジャブの白衣派尊像崇拝
派を例として

名和隆乾 namarupassaavakkanti-について

古川洋平パーリ聖典中のsrad-rdhaの意味に
ついて:Norman説に注目して

李 慈郎楡藺遮(thullaccaya)について

岩松浅夫パトナ版『法句経』第247偶について

藤本 晃 Sati(念)とSampajanna(正知）

NARADA スリランカのダンバデニヤの時代のシ

Labugama ンハラ語文献に見られる菩薩

木内英実 インドの昔話における「争いの方
略」：ケーム論的分析

仏印 研 66

仏印 研 66

仏印 研 66

印

印

仏
仏
研
研

66

66

仏
仏
仏
仏
仏
仏

日
日
日
日
ｎ
ｎ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

研
研
研
研
研
研

66

66

66

66

66

66

印

印

仏
仏
研
研

66

66

印

印

印

印

仏
仏
仏
仏

研
研
研
研

66

66

66

66

仏印 研 66
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北伝仏教における想穂区分についての印
一考察：二想,三想,四想

有部の三宝観 印

説一切有部における煩悩群について： 印
結・縛・随眠・随煩悩・纒

無表とtivraについて： 『倶舎論』業印
品を中心に

定静盧(曲yana-samapatti)に関する問印
題

『婆沙論』における中有 印

世親による有漏法の規定の背景：随増印

(anu-si-)の用法に着目して

『金光明経』にみえる王権観：護国思印
想との関連において

MahavaStuにみられる読謂経典 印

Siksasamuccayaにおけるsraddha印
について

『大乗荘厳経論』第1詩頌の解釈： 「意印
義の解明」 (artha-vibhavana)につい
て

『摂大乗論』 「清浄法による法身の摂印
持」の一考察

唯識三性説におけるakaraとbhava印
について：識転変の<内＞とく外＞と
をめぐって

『菩薩地』 「真実義品」におけるvas‐ 印
tunlatraの意味：有と無との対論

『摂大乗論』に見る死と再生の過程 印

『プラサンナパダー』における『中論』 印
偶頌の形態について

CandranandaとBhavivekaの年代再印
考: ｢sabda推論」をめぐって

『集量論』第一章における<想起＞の印
問題

ヨーガ行者による過去や未来の認識に印
ついて

熊谷誠慈 仏 研 66

水野和彦

梶 哲也

仏
仏
研
研

66

66

奥野自然

村上明宏

仏
仏
研
研

66

66

阿部真也

藤本庸裕

仏
仏
研
研

66

66

仏日野慧運 研 66

平林

鈴木

郎
幸

仏
仏
研
研

66

66

二

伸

仏千葉隆誓 研 66

仏
仏

安達高明

北野新太郎

研
研

66

66

桑月一仁 仏 研 66

近藤伸介

王 俊漠

仏
仏
研
研

66

66

何 歓歓

吉田 哲

護山真也

仏
仏
仏

研
研
研

66

66

66
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道元大成非認識論証因における否定対象と認識
対象について

加納和雄ヴィプーティチャンドラの詩槁

拉毛卓鴉 ツォンカパの後期中観思想における
「離戯論」について

崔 境眞 ゴク翻訳官の『難語釈』における確定
(yongssugcodbyed)

谷口富士夫 『現観荘厳論』 トルポパ註における三
種の智慧

福田洋一初期チベット論理学におけるmtshan
nyidのmtshannyidを巡る議論

石野幹昌牛頭山初祖法融禅師『心銘』に関する
一考察：その成立と思想の諸問題につ
いて

韓普光(泰植） 朝鮮明術の『念仏普勧文』について

奥山直司EA.ゴルドンの学問・思想形成

松本史朗， 奈良康明先生を偲ぶ
下田正弘

浅野 学円珍『法華論記』巻第七末における天
台章疏の引用について

山口希世美平安時代の女性の写経と結縁経： 『久
能寺経』研究の一環として

佐伯憲洋聖聡述『当麻曼茶羅疏』における因縁
和合説の理解

有働智美古代日本における薬師信仰の受容：放
生、大祓の神道思想を視座として

大平寛龍 『本門弘経抄』 と 『科註妙法蓮華経』

庵谷行遠円信記『破日蓮義』における『法華
経』解釈

安中尚史近代における日蓮宗の議会制度

情野宏道道元禅師における成仏思想想の射程

高柳さつき 『真禅融心義』の思想構造

高間由香里新出のフランス国立ギメ東洋美術館所
蔵阿弥陀三尊来迎図について

野呂 靖明恵における宋代仏教の受容

印 仏 研 66

印

印
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仏
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仏
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印
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仏
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仏

印

印

研
研

66

66
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印 仏 研 66
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藤丸 要

進藤浩司

華厳論義の成立について 印

国際日本文化研究センター図書館蔵の印
｢五臓六腋図」について

禅林寺宗叡請来資料の後代への影響： 印
理趣経十八会曼茶羅と『理趣経秘要
抄』を中心に

『法華経直談紗』における「法師品」 印
の検討： 『法華経鶯林拾葉紗』 との対
比から

上座の顛倒説に対するサンガバドラの印
批判

大正蔵本『後思渓録』の祖本とその問印
題点

｢仏性論争」という呼称が持つ意味の印
範囲： 「成唯識家」が定性二乗の回心
向大を承認した事例から

『群疑論』所説の二乗種不生論：円測印
との関係を中心に

唐初期三一権実論争と三階教文献 印

『般若波羅蜜多心経幽賛』における印
｢空」の解釈について

荊渓湛然と唐代密教：李華との思想交印
渉を中心に

『法華玄義』における『維摩経』依用印
について

『華厳五教章』に於ける浄土論 印

法蔵における如来蔵縁起の成立意義： 印
『起信論』 「立義分」の解釈を通して

霊裕の享年： 『続高僧伝』 と石刻資料印
の比較

『禅門諸祖師偶頌』にみえる浮山法遠印
の註釈について

禅宗四祖道信と一行三昧 印

初期新ニヤーヤ学派における原因の概印
念：シャシャダラの定義（花園大学に
おける第六十八回学術大会紀要(1)）

仏
仏
研
研

66

66

鍵和田聖子 仏 研 66

藤井教公 仏 研 66

箕浦暁雄

上杉智英

村上明也

仏
仏
仏

研
研
研

66

66

66

長尾光恵 仏 研 66

小野嶋祥雄

吉村 誠

仏
仏
研
研

66

66

長倉信祐

山口弘江

仏
仏
研
研

66

66

佐藤海音

ウィックストローム

ダニエル

倉本尚徳

仏
仏
研
研

66

66

仏
仏
研
研

66

小早川浩大 66

中島

和田

士
心
菫
壼

郎
弘

仏
仏
研
研

66

66
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近藤隼人両面鏡比噛の両面性：古典サーンキヤ印
映像説変遷史（花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

須藤龍真 ジャヤンタの擬似論証因における印

aprayojaka(花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

山畑倫志ネーミナータ説話の変容：行伝から季印
節詩へ（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1))

河崎 豊ハリバドラとカーマ肯定論（花園大学印
における第六十八回学術大会紀要(1)）

片岡 啓デイグナーガの転義批判（花園大学に印
おける第六十八回学術大会紀要(1)）

小野 基 『因明正理門論』過類段偶頌の原文推印
定とその問題点（花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

源 重浩安慧の「唯識性」のもつ二義性につい印
て：初期唯識思想と独我論（花園大学
における第六十八回学術大会紀要(1)）

佐藤智岳 『タットヴァサングラハ・パンジカー』 印
最終章における無余の知(asesajnana)
について（花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

矢崎長潤チャンドラキールティにおける印
pratityaの語義解釈：チャンドラ文法
およびパーニニ文法の観点から （花園
大学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

秦野貴生ダルマキールティの用いる共相の考察印
（花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

羽矢辰夫 「カンダ・サンユッタ」の無常・苦・ 印
非我（花園大学における第六十八回学
術大会紀要(1)）

林 隆嗣パーリ註釈文献におけるsaccaの分印
類： 『解脱道論』 との比較（花園大学
における第六十八回学術大会紀要(1)）

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66

仏
仏
仏

研
研
研
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66

66

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66
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鮫島有理 次第説法とはどのような説法か：施論、印
戒論、生天論は誰に説かれるのか？
(花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

大衆部と大乗（花園大学における第六印
十八回学術大会紀要(1)）

説法師(dharmabhanaka)考（花園大印
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

『法華経』 と「大品般若」における仏印
の神力・神変（花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

梵文「法華経」におけるsantika-/印
santika-/antika-の用例（花園大学
における第六十八回学術大会紀要(1)）

『法華経』 「方便品」五千起去に関する印
漢訳テキストをめぐって：「有如此失」
と「有知此失」 （花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

『金剛手灌頂タントラ』の金剛灌頂曼印
茶羅について（花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

時輪教の先駆者ヴァジラパーニと後期印
インド仏教世界の規律：勇者の饗宴儀
礼再考（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

『成就法の花環』Sadhanamalaにお印
ける大寒林明妃成就法（花園大学にお
ける第六十八回学術大会紀要(1)）

<普賢行願讃＞廻向文に見る浄土思想印
の展開：例外規定の排除,一切衆生極
楽往生（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

施身聞偶書写説話：善説を書き残す大印
乗菩薩の物語（花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

『摩訶僧祇律』倫盗戒条文の「随盗物」印
の解釈：新しく挿入された可能性をめ
ぐって（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

仏 研 66

辛嶋静志

渡辺章悟

仏
仏
研
研

66

66

岡田行弘 仏 研 66

西 康友 仏 研 66

富永曜子 仏 研 66

駒井信勝 仏 研 66

静 春樹 仏 研 66

園田沙弥佳 仏 研 66

中御門敬教 仏 研 66

岡田真美子
（真水）

仏 研 66

李 薇 仏 研 66
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更 藏 主 アテイシャに帰せられるbyangchub印
lamgyirimpaの構成について（花園
大学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

菅野博史吉蔵『大品経玄意』の研究（花園大学印
における第六十八回学術大会紀要(1)）

齊藤隆信二種の彦珠作『合部金光明経序』 （花印
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1)）

松森秀幸杏雨書屋所蔵『法花行儀』について印
（花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

陳 敏齢義山『観経鰭聞講録』の一考察：明清印
の禅浄融合思想との関連を兼ねて（花
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1))

梁 特治 『臨済録』死活循然の解釈をめぐって印
（道海） （花園大学における第六十八回学術大

会紀要(1)）

王 征中国南北朝時代の仏教論書に対する注印
釈：羽182『誠実論義記巻第四』を中
心として（花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

呉 進幹 『臨済録』における「臨済三句」の形印
成過程（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

通 然 『観心論』の諸本について（花園大学印
における第六十八回学術大会紀要(1)）

楊 玉飛空・不空如来蔵の伝承：中国南北朝時印
代における『勝鬘経』諸注釈害を中心
にして（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

斐 長春敦煙本『輸伽仏［事]』について（花印
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1)）

李 忠煥太賢の戒律思想：特に三聚浄戒と「覇印
伽戒」の影響について（花園大学にお
ける第六十八回学術大会紀要(1)）
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仏
仏
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66
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仏 研 66

仏 研 66
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金 龍泰 朝鮮後期臨済法統と教育および修行体印
系の特徴（花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

『華厳略記』第五・第六について：慧印
苑述『続華厳略疏刊定記』 との関係を
中心に（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

『三平等義』所引の「注云」について印
(花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

教日撰『授菩提心戒儀式』 と 『弁顕密印
二教諭』 （花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

沖縄の仏教（花園大学における第六十印
八回学術大会紀要(1)）

『神護寺如法執行問答』について（花印
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1)）

平均葬儀費用調査の有用性と様変わり 印
する業界の構図（花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

説話の創出：鎮源『法華験記』第二話印
｢行基菩薩」注記（花園大学における
第六十八回学術大会紀要(1)）

禅林寺山越阿弥陀図：証空及び天台本印
覚思想の影響について（花園大学にお
ける第六十八回学術大会紀要(1)）

日本古写経『弁正論』巻第三の諸本比印
較：築島裕氏の検討を受けて（花園大
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

中世根来寺における開版事業（花園大印
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

日蓮教学における五義の一研究（花園印
大学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

仏 研 66

盲 勢仁 仏 研 66

金 炳坤 仏 研 66

大柴清圓 仏 研 66

上江洲安宏

前川健一

仏
仏
研
研

66

66

愛宕邦康 仏 研 66

岡田文弘 仏 研 66

辻本臣哉 仏 研 66

藤原 智 仏 研 66

赤塚祐道 仏 研 66

深谷恵子 仏 研 66
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本間俊文讃岐公日源写本『立正安国論』に関す印
る一考察（花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

春本龍彬盧山寺蔵『選択本願念仏集』における印
法然上人による推敲：第十二章段にお
いて加えられた廃立の義について（花
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1)）

南 宏信法然における善導『法事讃』 「直為弥印
陀弘誓重」等の文をめぐる解釈（花園
大学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

石川琢道浄土宗全書の底本ならびに諸版につい印
て（花園大学における第六十八回学術
大会紀要(1)）

横山龍顯 『宝慶由緒記』における三代相論の成印
立（花園大学における第六十八回学術
大会紀要(1)）

秋津秀彰太容梵清に関する研究の現況と課題印
（花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

角田隆真 『榮山清規』における四節について： 印
「結夏」を中心に（花園大学における
第六十八回学術大会紀要(1)）

新井一光 『正法眼蔵』 「三界唯心」巻に引用され印
る『法華経』 「如来寿量品」の経文を
めぐって（花園大学における第六十八
回学術大会紀要(1)）

龍谷孝道竹居正猷『幻寄集』にみる室町期曹洞印
宗の公案禅受容（花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

古瀬珠水鎌倉期における禅宗の多様性と独自印
性：称名寺蔵『覚性論』について（花
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1))

舘 隆志中世禅林における菖蒲茶：宋朝禅文化印
の復元的考察（花園大学における第六
十八回学術大会紀要(1)）

仏 研 66

仏 研 66

仏 研 66
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乙堂喚丑『正法眼蔵続絃講義』におけ印
る『正法眼蔵』の引用について（花園
大学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

沢庵禅師における医学思想について印
(花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

鈴木大拙と『新宗教論』 （花園大学に印
おける第六十八回学術大会紀要(1)）

世尊拍花の話則と正法山妙心禅寺： 印
付。「大灯国師遣誠」の原典（花園大
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

二人は李通玄の華厳思想に何を求めた印
のか：宋代中国の張商英と鎌倉時代の
明恵（花園大学における第六十八回学
術大会紀要(1)）

｢初発心時便成正覚」の一考察：中世印
真言学僧の華厳解釈を中心に（花園大
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

密教経軌における定型表現について： 印
次第成立をめぐる第一段階について
(花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

日本天台における「四宗相承」の成立印
(花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1)）

『釈摩訶術論』に説かれる「勧修利益印
分」の特徴について（花園大学におけ
る第六十八回学術大会紀要(1)）

敦煙写本S.6388『勝鬘経疏』に見ら印
れる種性説と如来蔵説（花園大学にお
ける第六十八回学術大会紀要(1)）

不染無知と解脱障（花園大学における印
第六十八回学術大会紀要(1)）

智艤撰『孔目章』の十義門と中国唯識印
諸派（花園大学における第六十八回学
術大会紀要(1)）
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真野新也 『大日経義釈』・『大日経疏』における印 仏 研
如来蔵と阿頼耶（花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

小川太龍 『伝心法要』に見る唐代禅の思想展印 仏 研
開：ありのままの馬祖禅から空に回帰
する黄檗の禅へ（花園大学における第
六十八回学術大会紀要(1)）

加藤弘孝 『念仏鏡』の撰述背景：「誓願証教門」 印 仏 研
に見える善導観を中心に（花園大学に
おける第六十八回学術大会紀要(1)）

久保田正宏蒙潤の性徳・修徳境解釈に関する問題印 仏 研
（花園大学における第六十八回学術大
会紀要(1))

釈 悟灯 『六妙門』の系統と成立について（花印 仏 研
園大学における第六十八回学術大会紀
要(1)）

大松久規 『六妙門』に見られる禅観（花園大学印 仏 研
における第六十八回学術大会紀要(1)）

中井本勝吉蔵撰『法華論疏』における法華経解印 仏 研
釈について（花園大学における第六十
八回学術大会紀要(1)）

師 茂樹八世紀における唯識学派の対外交流： 印 仏 研
崇俊・法清(法詳)を中心に（花園大学
における第六十八回学術大会紀要(1)）

土谷真紀， 「秀次公縁起」 （京都・瑞泉寺蔵)とお茶の水女子大学
TSUCHIYA 「関白草紙」 （愛知・正法寺蔵)をめ人文科学研究
Maki ぐる一考察

源 重浩新古唯識の諸問題：初期唯識思想と独九州龍谷短期
我論 大学紀要

川上知里 『打聞集』論 国語と国文学

Matsumoto JapanesePhilosophyand 駒沢大学仏教学部
Shiro Buddhism 研究紀要

大澤邦由温陵戒環禅師『榴厳経要解』初探： 駒沢大学仏教学部
特に泉州開元寺に着目して 研究紀要

松本史朗 JapanesePhilosophyand 駒沢大学仏教学部
Buddhism 研究紀要

金沢 篤 藤原伊織の青春 駒沢大学仏教学部
研究紀要

66

66

66

66

66

66

66

66
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64

94

76

76

76

76
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チャンキャ『宗義書』における部派駒沢大学仏教学部
仏教に関する記述(1) 研究紀要

空見について 駒沢大学仏教学部
研究紀要

現代日本における中国三論宗の研究駒沢大学仏教学部
について 研究紀要

英藏敦埠文獄から發見された輝籍に駒沢大学仏教学部
ついて:S6980以降を中心に(2) 研究紀要

温陵戒環禅師『榴厳経要解』初探： 駒沢大学仏教学部
特に泉州開元寺に着目して 研究紀要

『正法眼蔵』 「仏性」巻訳註(3) 駒沢大学仏教学部
研究紀要

書評大竹晋『大乗起信論成立問題駒沢大学仏教学部
の研究： 『大乗起信論』は漢文仏教研究紀要
文献からのパッチワーク』

北宋における禅僧の動向：覚範の政駒沢大学大学院
治的立場について（研究会発足五十仏教学研究会年報
周年記念号）

明治の仏教者と仏前結婚式（研究会駒沢大学大学院
発足五十周年記念号） 仏教学研究会年報

三階教における如来蔵説の一考察： 駒沢大学大学院
『仏性観修善法』・『仏性観』 と『宝仏教学研究会年報
性論』を中心に（研究会発足五十周
年記念号）

三代相論の諸問題（研究会発足五十駒沢大学大学院
周年記念号） 仏教学研究会年報

智門光詐の頌古についての研究(2) 駒沢大学大学院
世尊陞座章における比較について仏教学研究会年報
(研究会発足五十周年記念号）

ダマヤンティーの愛:bhaktiの意味駒沢大学
を尋ねて（永井政之教授退任記念號） 仏教学部論集

Mona:ThePathoftheSage (永井駒沢大学
政之教授退任記念號） 仏教学部論集

アビダルマ文献の六因仏説論について駒沢大学
(永井政之教授退任記念號） 仏教学部論集

亜種概念「宗派教育」と類概念「宗教駒沢大学
的情操教育」 との教授概念の教育論理仏教学部論集
管窺（永井政之教授退任記念號）

木村誠司

四津谷孝道

奥野光賢

程 正

大澤邦由

角田泰隆[訳］

石井公成

76

76

76

76

76

76

76

徳 護 50

武井謙悟

李 子捷

50

50

横山龍顯

角田隆真

50

50

篤
彦
司
乘

道
誠
一

沢
島
村
山

金
矢
木
小

48

48

48

48

－45－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

古山健- Jinakalamaliについて：特に1つの
難句をめぐって（永井政之教授退任
記念號）

李 子捷南北朝階唐仏教と『菩薩地持経』 （永
井政之教授退任記念號）

程 正英藏敦僅文献から發見された輝籍につ
いて:S6980以降を中心に(1) (永井
政之教授退任記念號）

横山龍顯龍門寺所蔵『正法眼蔵仏祖悟則』の資
料的価値(1) 『伝光録』・『仏祖正伝記』
との関係を中心に（永井政之教授退
任記念號）

吉村 誠中国の文献に見られる礒伽行派と中観
派の論争（永井政之教授退任記念號）

飯塚大展林下曹洞宗における相伝史料研究序説
（12)隻林寺所蔵史料(其4） （永井政之
教授退任記念號）

佐藤秀孝無門慧開の生涯と『無門関』 (1)杭州
天龍寺から月林師観のもとへ（永井政
之教授退任記念號）

石井公成漢詩から和歌へ(3)良岑安世・僧正遍
昭・素性法師（永井政之教授退任記
念號）

永井政之，程正， 『宋会要』道釈部訓注(12)資料
大澤邦由,徳護， 編（永井政之教授退任記念號）
五十嵐嗣郎,長谷川淳一

一郷正道空思想に見る還相回向（宗学院公開講
座(二○一六年度)）

金 炳坤 『菩薩戒本持犯要記』の日本的展開

飯島孝良市川白弦における「即」の論理：－
その批判的継承と一体の「像」－

櫻井義秀矢野秀武著『国家と上座仏教一タイ
の政教関係一』

前川健一松尾剛次著『中世叡尊教団の全国的展
開』

谷山洋三書評と紹介坂井祐円著『仏教からケ
アを考える』

駒沢大学
仏教学部論集

48

駒沢大学
仏教学部論集

駒沢大学
仏教学部論集

48

48

駒沢大学
仏教学部論集

48

駒沢大学
仏教学部論集

駒沢大学
仏教学部論集

48

48

駒沢大学
仏教学部論集

48

駒沢大学
仏教学部論集

48

駒沢大学
仏教学部論集

48

宗学院論集 90

一
不
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示

教研究

教研究

91

92

宗教研究

宗教研究

宗教研究

92

92

91
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徳野崇行

谷川 穣

横山龍顯

海老澤早苗

福井 敬

木村秀成

書評と紹介清水邦彦著『中世曹洞宗宗教研究
における地蔵信仰の受容』

書評と紹介オリオン・クラウタウ編宗教研究
『戦後歴史学と日本仏教』

翻刻京都大学附属図書館谷村文庫所曹洞宗研究員
蔵『螢莪行実集録』 研究紀要

出羽国光明山極楽寺に関する研究序説曹洞宗研究員
研究紀要

高木顕明の僧籍復権と部落解放同盟大正大学大学院
一同朋会運動の展開を中心に－研究論集

『マハープラテイサラー（大随求陀羅大正大学大学院
尼経)』におけるダラニの尊格化につ研究論集
いて－宝思惟訳を中心に－

日本仏教彫刻史研究における顔認識シ大正大学大学院
ステム利用の有効性について 研究論集

森鴎外と仏教－亀井葱監を中心に大正大学大学院
研究論集

愛知県乾坤院・長円寺所蔵の『伝光鶴見大学仏教
録』 ：平成二十九年度研究調査報告文化研究所紀要

｢大乗寺系回向帳」二冊：解題と翻鶴見大学仏教
刻 文化研究所紀要

慈円と道元の「道理」に関する一考鶴見大学仏教
察 文化研究所紀要

新修總持寺史 鶴見大学仏教
文化研究所紀要

日蓮正宗の戦時教学と藤本蓮城師 東海仏教

『酬医頓得』の思想 東海仏教

道元禅師『正法眼蔵』 「仏性」巻につ東海仏教
いて

インド哲学における存在とカテゴリ東海仏教
一：新ニヤーヤ学派のカテゴリー論

安珍罪過考：そのパーソナリティーの東海仏教
変遷に着目して

大逆事件に連座した僧侶の各宗派にお東海仏教
ける復権過程

91

91

48

48

42

42

久保田 綾

岩谷泰之

尾崎正善

尾崎正善

下室覚道

納冨常天

42
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23

23

23

23
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63
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和田壽弘

愛宕邦康
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63

63

63

－47－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

春日井真英東海地方に見る隠れキリシタンの痕
跡：翼を有する石仏達：石仏のイコノ
ロジー(8)

福田 琢阿毘達磨仏説論と第一結集伝説（廣瀬
怪先生退職記念菱木政晴先生退職記
念）

井川芳治存如下付親鶯聖人「左上御影」考（廣
瀬屋先生退職記念菱木政晴先生退職
記念）

佐藤 晃 カマラシーラによる縁起性論證の論理
構造の解明

盆田貴裕伊藤仁齋における「誠」と「本鵲」
「修爲」

サンヴィド 『人天眼目』に關わる抄物の曹洞宗と
マルタ 臨濟宗における相互交渉

崔 鵬偉 『今昔物語集』巻二十七第五「冷泉院
水精成人形被捕語」考：怪異の正篭を
中心に

日比宣仁智顎の教學における病行について

袴田郁一萢曄『後漢書』の後漢未観と劉宋貴族
牡會

永冨青地胡宗憲本『陽明先生文録』および附録
『傳習録』について

渡邉義浩劉散の「七略」と儒教一尊

安藤 弥宗教一撲論という課題(2017年度日本
史研究会大会特集号統合原理と政
治・社会・文化）

藤井健志書評と紹介佛教史学会編『仏教史研
究ハンドブック』

高橋沙奈美 レニングラードの福者(ブラジェーン
ナヤ)クセーニヤ：社会主義体制下の
聖人崇敬

静 春樹金剛乗における複数のヴァジラパーニ
について

高柳健太郎 『宗義決択集』に見る弘法大師の思想
の展開： 「五常引業」を題材として

東海仏教 63

同朋仏教 53

同朋仏教 53

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
ー

示 教

35

35

35

35

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

日本史研究

35

35

35

35

667

宗教研究

宗教研究

91

91

高野山大学密教
文化研究所紀要

高野山大学密教
文化研究所紀要

31

31
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『梵字悉曇字母丼輝義』と『悉曇稗』
引用説：付・高野山大學圖害館所藏
『梵字悉曇字母井輝義御作』翻刻本

出産の遅延と二人の父： 『原中最秘抄」
から観る『源氏物語』の仏伝依拠

菊池寛「俊寛」論：俊寛のく転生＞か
ら見えてくるもの

無住における遁世の論理： 「世を捨つ
る」と「心を捨つる」のはざまで

《彦火々出見尊絵巻》に見られる名所
絵的性格とその意義

慈覚大師円仁の揚州における将来物蒐
集について：悉曇・密教・天台典籍を
中心に

一代一度仏舎利使の成立

大柴清圓 高野山大学密教
文化研究所紀要

31
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小

国語と国文学

国語と国文学

95

94

日本宗教
文化史研究

日本宗教
文化史研究

日本宗教
文化史研究

21

21

21

大原眞弓

小山元孝

日本宗教
文化史研究

日本宗教
文化史研究

21

近代丹後における神社境内と由緒の創
出について：京都府京丹後市大宮町
｢大野神社」を例として

陰陽寮の三合歳算定法

国司官長の再検討

旗本別所氏旧蔵播磨国絵図の成立と伝
来：一七世紀官撰国絵図流布の観点か
ら

京職兵士と軍団：京職兵士の補給源

対馬宗家と朝鮮御用老中

親王宣下・源氏賜姓制の基礎的考察：
嵯峨源氏賜姓詔の検討を中心に

『新撰姓氏録』の抄本：抄出・附記意
図から作成者像へ

Dichotomous but Complementary
AspectsofKamiandHotokeCon-
ceptsinJapaneseLanguage

阿含・ニカーヤにおける三十二相と白
毫相についての考察

21
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加

日本

日本

日本
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歴史

口え り

村憲司

納亜由子

833

832

831

松本
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日本

日本

歴史

歴史

歴史

831

831

829

伊藤匡芳

塩田英子

日本歴史

龍谷大学論集

828

491

小笠原亜矢里 武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

34

－49－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

南北朝期における「地持学」兼学の伝武蔵野大学仏教
統とその要因について 文化研究所紀要

田 湖，
遠藤祐介[訳]，
TIANHu

肖 越，
XIAOYue

TIANHu,
遠藤祐介[訳］

小笠原亜矢里

34

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

仏教史研究

Self-BenefitandBenefitforOthers

inthePureLandSntras

南北朝期における「地持学」兼学の伝
統とその要因について

阿含・ニカーヤにおける三十二相と白
毫相についての考察

書評中西直樹『植民地台湾と日本仏
教』 （中川修先生退職記念特集）

小比叡神の神格形成とその背景：平安
前期における比叡山西塔の動向を手が
かりに（中川修先生退職記念特集）

日本古代における「宗」の形成（中川
修先生退職記念特集）

古代における悔過の受容と変容：徴悔
から修善へ（中川修先生退職記念特
集）

行基再考：最初の一歩（中川修先生退
職記念特集）

『元亨釈書』の歴史構想における顕密
仏教と禅宗

古代史部会入唐僧円仁と唐人楊敬
之：円仁の求法巡礼を支えた唐人の仏
教信仰ネットワーク

東寺一門像の形成過程：「東要記」を
中心に

34

34

34

大澤広嗣

渡邊勇祐

56

仏教史研究 56

仏教史研究

仏教史研究

中本由美

山本 潤

56

56

仏教史研究

日本史研究

日本史研究

中川 修

康 昊

葛継 勇

56

665

664

日本歴史西 弥生 833

<浄土教＞

時宗教学年報

時宗教学年報

研究発表要旨時衆と宇都宮氏

研究発表要旨時衆史料の研究と紹
介： 『一遍上人縁起絵』 と遊行寺宝物
館収蔵品について

高
遠
木
山
灌
元
照
浩

46

46
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吉田知一 平成二十九年度奨学資金受給者成果
報告浄土教と太子信仰

明遍浄土教再考

南都浄土教と永明延寿

禅那院珍海の念仏観について

顕意撰『註五方便念仏門』について：
浄土・天台「両祖同轍」を中心とした
考察（花園大学における第六十八回学
術大会紀要(1)）

自己の根元と自己との対話：願生論
(14）

五台山念仏思想の継承と展開：主に日
本天台浄土教における念仏思想につい
て

長松山本法寺蔵「法華経曼茶羅図」と
｢二河白道図」

光明本尊の成立背景

時宗教学年報 46

那
伊
成
中

一
茂
隆
玲

須
藤
瀬
村

雄
樹
順
太

印

印

印

印

仏
仏
仏
仏

研
研
研
研

66

66

66

66

安田理深

花 栄

親鶯教学

東海仏教

109

63

原口志津子

山田雅教

冨島義幸

日本宗教
文化史研究

日本宗教
文化史研究

日本宗教
文化史研究

21

21

阿弥陀迎接堂の空間造形と信仰：松川
阿弥陀迎接像を安置した仏堂をめぐる
一試論

日本宗教文化史学会二十周年記念講演
尊像の社会的意義：西洋の視点から見
た日本仏教彫刻史（西洋から見た日本
宗教文化史：研究方法とそこから浮か
びあがる特質）

日本宗教文化史学会二十周年記念講演
中世の普賢信仰に於ける絵画と唱導：
象などの消滅事件（西洋から見た日本
宗教文化史：研究方法とそこから浮か
びあがる特質）

浄土経典における「自利」と「利他」

21

サムエルC・

モース

日本宗教
文化史研究

21

ジャメンツ

マイケル
日本宗教
文化史研究

21

肖 越 武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

34
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<教理史＞

ヴァスバンドゥの経典解釈法(1)経典

の目的(sutrantaprayojana)

『一乗要決』に見られる二乗永滅説批
判： 『成唯識論掌中枢要』への反論を
中心に

『三部経大意』に示される至誠心釈に
ついて

永観撰『阿弥陀経要記』の特徴につい
て：附『阿弥陀経要記』逸文補遺

道緯における時の問題

道緯と晴唐仏教

明遍と明禅の遁世思想の構造：遁世思
想の岐路

国風文化期における中国文化受容：異
国描写を手掛かりとして

｢玄義分」六字釈についての一考察

法然の高野山籠時期（花園大学におけ
る第六十八回学術大会紀要(1)）

『往生論註』における五念門の位置づ
け：僧肇の般若思想を通して（花園大
学における第六十八回学術大会紀要
(1)）

曇鴬著述に関する一考察：特に『略論
安楽土義』の位置

『浄土論』 「願生偶」第2偶の理解をめ
ぐって

法本房行空上人の教学試考：とくに寂
光士義をめぐって(その2）

安心門と起行門： 『往生礼讃』前序の
所説を通して

『西方指南抄』所収『法然聖人御説法
事』から見る法然の思想遍歴

佛教学セミナー 105

佛教学セミナー 106

上野牧生

ローズロバート

F

仏
学
眞

教
会
宗

文
紀
研

化
要
究

長尾隆寛

佐竹真城

26

62

一
倶
一
県
一
県

壱
示
一
示
一
示

研究

研究

研究

地
忍
諒

池
井
岡

大
順

62

62

62

一

一

福

吉

史 林1㈹(6)小塩 慶

龍谷教学

印 仏 研

藤澤信

長谷川浩

照
文

53

66

印 仏 研 66長宗博之

印 仏 研 66

行信学報 30

行信学報 30

行信学報 30

現代と親鶯 35

溪 英俊

上野隆平

森本光慈

藤澤信照

中村玲太
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書評山本淳子著『紫式部日記と王朝国語と国文学
貴族社会』

物語の「興」 ：賀茂真淵『伊勢物語古国語と国文学
意』 と先行注釈

書評山中悠希著『堺本枕草子の研究』 国語と国文学

『雅言集覧』に見られる『倭訓栞』へ国語と国文学
の意識：百人一首歌および『倭名類聚
抄』の扱いを通して

崇徳院と長歌 国語と国文学

『源氏物語』須磨・明石巻の天変 国語と国文学

『伊勢物語』の本文・解釈と挿絵： 国語と国文学
｢白描伊勢物語絵巻」第二十七段の場
合

書評浅尾広良著『源氏物語の皇統と国語と国文学
論理』

『狭衣物語』異本系本文の世界：飛鳥国語と国文学
井君物語を中心に

『常陸國風土記』における「俗」字と国語と国文学
割注について

古事記の歌と中国詩文：鯨(くぢら） ・ 国語と国文学
隼(はやぶさ） ・花蓮(はなぱちす）

嵯峨朝詩壇における菅原清公「廟賦」 国語と国文学
の意義

現伝『出雲国風土記』の成立をめぐっ国語と国文学
て

『源氏物語』 「物語」考 国語と国文学

認識としての「保元・平治」 ：物語は国語と国文学
院政期の動乱をいかに捉え直すか

｢むすぼほる」考：新古今時代の用法国語と国文学
を中心に

うら悲しき景：大伴家持の春愁歌の表国語と国文学
現をめぐって

『保元物語』における怨霊・天狗像駒沢大学大学院
の考察（研究会発足五十周年記念仏教学研究会年報
号）

桜井宏徳

高野奈未

95

95

中島和歌子

平井吾門

95

95

本瑠美

内健太

木賜鶴子

野
井
青

95

95

95

袴田光康

今井久代

廣岡義隆

石田千尋

宋 H含

伊藤 剣

94

94

94

94

94

94

廣田 收

阿部亮太

94

94

板野みずえ

山崎健司

大橋早帆

94

94

50
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秋津秀彰 『永平元禅師語録』の諸本と異本に駒沢大学大学院
ついて：延文本・正保本を中心とし仏教学研究会年報
て（研究会発足五十周年記念号）

和 隆道親驚聖人の三心釈と善導大師の三心釈宗学院論集
との関係について：隆寛律師の三心理
解を手がかりとして

長谷千代子エリック・シッケタンツ著『堕落と復宗教研究
興の近代中国仏教一日本仏教との遡
遁とその歴史像の構築一」

廣瀬 ‘渥 「至誠心釈」ノート （廣瀬'屋先生退職同朋仏教
記念菱木政晴先生退職記念）

久水俊和中世史。近世史合同部会中近世移行日本史研究
期の内野：神祇官・太政官庁機能の行
方

岡島陽子古代史部会八世紀後半～九世紀にお日本史研究
ける女官の「與男官共預知」の実態に
ついて

川尻秋生九世紀における唐制受容の一様相：中日本史研究
世文書様式成立の史的前提(2017年度
日本史研究会大会特集号統合原理と
政治・社会・文化）

大塚紀弘書評大谷由香著『中世後期泉涌寺の日本史研究
研究』

荒武賢一朗近世における銀主と領主（特集領主日本史研究
財政を考える）

水谷千秋書評笹川尚紀著『日本書紀成立史孜』 日本史研究

本郷真紹聖武天皇の生前退位と孝謙天皇の即位日本史研究

武井紀子本庄聡子氏報告「律令国家と「天平日本史研究
の転換」 ：出挙制の展開を中心に」に
ついて（二○一六年度日本史研究会大
会報告批判)－(共同研究報告）

古尾谷知浩古代の木器生産（小特集古代の生日本史研究
産・流通と国家・社会編成）

菱田哲郎五、六世紀の手工業生産と王権（小特日本史研究
集古代の生産・流通と国家・社会編 i 〃
成）

冨島義幸平安時代の阿弥陀信仰と密教 日本宗教
文化史研究

50

90

92

53

667

667

667

664

664

657

657

656

656

656

21
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手嶋大侑

簑島栄紀

平安中期の年官と庄園

歴史手帖『日本書紀』の「問菟の蝦
夷」と太平洋沿岸交流

道緯浄土教における因果論の教理史的
研究

唐代宮女「男装」再考（歴史のなかの
異性装)－(アジア）

古代史部会戦争の古代史

古代史部会平安前期の天皇と僧綱：
貞観六年の僧綱補任を中心に

史料散歩系図・家譜にみえる平安末
期の工藤一族伊東氏

日本歴史

日本歴史

830

827

田中無量

矢田尚子

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

アジア遊学

34

210

倉本一宏

駒井 匠

日本史研究

日本史研究

659

659

坂井孝一 日本歴史 829

<真宗教義学＞

藤原 智

原田愛美子

親鶯と聖問の『弁正論』引用につい
て：親鶯の引用は親鶯による抄出か

『教行信証』における人間観：集生と
は

｢獲得名号自然法爾」について

法然・親鶯・恵信尼・唯円における師
弟の問題（川添泰信教授定年退職記念
特集號：浄土仏教と親鴬教義）

親鶯における生死出離の道(中） 「横超
断四流」の意義（川添泰信教授定年退
職記念特集號：浄土仏教と親鶯教義）

浄土真宗における「報謝」考（川添泰
信教授定年退職記念特集號：浄土仏教
と親鶯教義）

親鶯撰述にみる第二十願の意義（川添
泰信教授定年退職記念特集號：浄土仏
教と親鴬教義）

『教行信証』報化二土の引文を読み解
く ：僻慢界説の歴史的帰趨（川添泰信
教授定年退職記念特集號：浄土仏教と
親鶯教義）

東アジア仏教
研 究

龍谷教学

16

53

西川裕美子

川添泰信

龍谷教学

眞 宗 學

53

137．

138

鍋島直樹 眞 宗 學137．
138

武田
皿
日 宗眞 學137・

138

殿内 恒 眞 宗 學137．
138

高田文英 眞 宗 學137．
138

－55－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

能美潤史 『教行信証』坂東本に付された角点に
関する諸問題（川添泰信教授定年退職
記念特集號：浄土仏教と親鶯教義）

山崎隆弘真宗学会第七十一回大会研究発表要旨
親鶯における聞名の一考察（川添泰信
教授定年退職記念特集號：浄土仏教と
親鶯教義）

InoueYoshiyuki TheBasisofMahayana:Shinran's
（井上善幸) UnderstandingoftheOneBuddha

Vehicle,theVow(川添泰信教授定年
退職記念特集號：浄土仏教と親鶯教
義）

DakeMitsuya Universality andExclusivism in
（嵩満也) ReligiousDialoguefromthePerspec-

tiveofShinran'sThought (川添泰信
教授定年退職記念特集號：浄土仏教と
親鶯教義）

黒田浩明第二十三回真宗大谷派教学大会真仏
土の救済的力用について： 『浄土論註』
引文の検討を通して

藤元雅文第二十三回真宗大谷派教学大会『愚
禿紗』における浄土観

伊東恵深顕真実行： 『教行信証』 「行巻」十一師
の文の引意を中心として

北島義信 『顕浄土真実教行証文類』 「化身士文
類」における親鶯の世界認識

浦井 聡 「仏性未来」と「一切衆生悉有仏性」
の時間的矛盾をめぐって：親鶯浄土教
における救済の時間的構造

英 月 人生に活きる和讃：源信と親鶯

渥美 光親鶯聖人の法然観とその周辺一顕智本
『浄土和讃』 「勢至讃」を中心として－

武田未来雄親鶯における仏身仏土：その時間性的
意義について

板敷真純初期真宗における東国門徒の戒律観

貫名 讓親鶯の六字釈：伝統と己証

西村慶哉親費における第十九願理解

西河 唯親鶯と聖覚の来迎観

眞 宗 學137。
138

眞 宗 學137．
138

眞 宗 學137．
138

眞 宗 學137。
138

真宗教学研究 38

真宗教学研究 38

眞宗研究 62

高田学報 106

高田学報 106

春 秋

山口真宗教学

590

28

印 仏 研 66

印

印

印

印

仏
仏
仏
仏

研
研
研
研

66

66

66

66
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梯 實圓

武田一真

第一○四回専精舎本講『唯信紗文意』

親鶯における「はじめて」 「もとより」
考

『正信念仏偶』における「摂取心光常
照護」の髻瞼についての一考察

転の意義(その3)大悲心とぞ転ずなる

学術講演親鶯の妻について

『教行信証』 「行巻」における善導引文
の展開について

親鶯思想の解明浄土を求めさせたも
の： 『大無量寿経』を読む(22）

親鶯思想の解明浄土を求めさせたも
の： 『大無量寿経』を読む(21）

『教行信証』 「化身士巻・未巻」研究会
｢対偽対仮」という営み： 「顕浄土方便
化身士文類」の課題

『とはずがたり』巻一の今様とその文
化史的背景：後深草院と淵酔との関わ
りから

『平家物語』富士川合戦謹考

化身士開顕の意義をめぐる諸問題につ
いての一考察： 「真身観仏」を中心と
して

親鶯聖人と『恵信尼消息』第五通につ
いて

親鶯聖人における繊悔観形成の源泉：
叡山修行時代を手がかりとして

親鶯と上野国(1)三部経千部読謂の研
究（特集テーマ関東伝道）

『親鶯伝絵』箱根霊告段をめぐる問題
と親鶯の神祇観（特集テーマ関東伝
道）

関東大震災と築地本願寺の復興（特集
テーマ関東伝道）

関東における浄土真宗研究の現状と課
題・展望（特集テーマ関東伝道）

報
報

学
学

信
信

行
行

30

30

米田順昭 行信学報 30

軌
岡
青

保真

村喜

柳英

澄
史
司

行信学報

行信学報

現代と親鶯

30

30

37

本多弘之

本多弘之

加来雄之

現代と親鶯

現代と親鶯

現代と親賛

36

35

35

須藤あゆ美 国語と国文学 94

原田敦史

千葉隆誓

国語と国文学

宗学院論集

94

90

杉田 了

四夷法顕

橋本順正

前田壽雄

宗学院論集

宗学院論集

90

90

浄
総
浄
総

真
研
真
研

土
合
土
合

宗
究
宗
究

11

ll

辻岡健志

今井雅晴

浄
総
浄
総

真
研
真
研

宗
究
宗
究

土
合
土
合

11

11
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金子大榮仏となる道： 『教行信証』の諸問題親鴬教学 109
（17）

朧 弘信 「愚禿善信」考：文明版『正像末和讃』親鶯教学 109
の撰号をめぐって

中山量純無義為義：親鶯晩年の課題と二種回向親鶯教学 109

西村一樹 「真仏土文類」 『浬藥経』第十二引文に印 仏 研 66
ついて（花園大学における第六十八回
学術大会紀要(1)）

<教学史・思想史＞

新地建立禁令をめぐって 仏教史学研究60(1)

戦前期日本仏教のシンガポール布教 仏教史学研究60(1)

書評山本伸裕・碧海寿広編『清沢満仏教史学研究60(1)
之と近代日本』

新刊紹介坂本亮太・未柄豊・村井祐仏教史学研究60(1)
樹編『高雄山神護寺文書集成』

近衛府下級官人補任稿（1） 佛教大学大学院紀要 46
文学研究科篇

西東三鬼の短編小説「家鴨の卵」 佛教大学大学院紀要 46
論：横光利一「機械」との類似点と文学研究科篇
相異点をめぐって

明治維新「神子禁止令」の思想背景佛教大学大学院紀要 46
と社会的意味：「淫祀論争」と大阪文学研究科篇
の動向から

英文資料から読む西洋人の見た九代佛教大学大学院紀要 46
目市川團十郎 文学研究科篇

幕末・明治期の船舶用蒸気機関運用佛教大学大学院紀要 46
技術について 文学研究科篇

『広疑瑞決集』における往生の定・不仏教文化 26
定 学会紀要

義山所説の『選択集』 「稿本」と「臆仏教文化 26
山寺本」をめぐって 学会紀要

三木清の『親鶯論』の解釈：三木清の仏教文化 26
哲学的信仰 学会紀要

朴澤

中西

長谷川

直
直
琢

秀
樹
哉

三輪眞嗣

西山史朗

北野元生

堀岡喜美子

宮智麻里

坂本卓也

前島信也

春本龍彬

嶋田毅寛

－58－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

藩校・寺子屋から学校へ：忍藩領を中仏教文化 26
心に 学会紀要

戦時下における伝道学と標準語：中野仏教文化 26
隆元を中心として 学会紀要

『教行信証』の成立とその流伝につい龍谷大学仏教 56
て（『教行信証』 （文明本)の研究） 文化研究所紀要

東保流説教小考 龍谷大学仏教 56
文化研究所紀要

明治初年の宗教関係法令・文書におけ龍谷大学仏教 56
るアマテラス：国家神道の受容基盤と文化研究所紀要
の関連で（宗教関係法令の研究）

近代仏教婦人会の興起とその歴史的意龍谷大学仏教 56
義 文化研究所紀要

金子大榮における「浄土の開顕」の思眞 宗 學137．
想史的考察： 『浄土の観念』を読み解 138
く（序説） （川添泰信教授定年退職記念
特集號：浄土仏教と親鶯教義）

西田哲学と親鶯思想(3)場所的論理と眞 宗 學137．
<仏-衆生＞の関係論（川添泰信教授定 138
年退職記念特集號：浄土仏教と親鶯教
義）

小児往生論の研究(上)名代だのみを中眞 宗 學137・
心として（川添泰信教授定年退職記念 138
特集號：浄土仏教と親鶯教義）

明治期の真宗における女性教化：「妙眞 宗 學137･
好人」揖取希子と小野島行薫を中心に 138
(川添泰信教授定年退職記念特集號：
浄土仏教と親鶯教義）

明治二四年の真宗大谷派改革運動：龍大谷学報97(2)
華空音を起点として

東国に下った仏教者と在地武士： 研究紀要（京都女子大31
親鶯・忍性と宇都宮氏の一族 学宗教・文化研究所）

第二十三回真宗大谷派教学大会学寮真宗教学研究 38
講者にみる護法思想：香樹院徳龍を事
例として

武内義範の親鴬研究の視座：教行信証眞宗研究 62
の論理

若霧の行信論研究 眞宗研究 62

美
周
夫
幸
輔

由
章
恭
大

田
浦
栗
田
上之

濱
三
三
和
井

中西直樹

龍溪章雄

杉岡孝紀

井上見淳

岩田真美

川口 淳

野口 実

松金直美

浦井 聡

伊藤顕慈
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清沢満之の平等観に学ぶ 眞宗研究 62

真宗における念仏僧伽の形成 眞宗研究 62

美濃地域における本願寺教団の形成 眞宗研究 62

中世真宗談義本の教学史的検討：親鶯眞宗研究 62
仮託の談義本

明治初期における真宗翻訳事業とその眞宗研究 62
展開

清沢満之における知と愚信の問題：時高田学報 106
間論的視点

鈴木大拙の『日本的霊性』につい哲学年報（九州大学大77
ての考察(上） 学院人文科学研究院）

雲叔玄龍：豊臣秀頼に仕えた薩南学派史 林Ⅲ(3)
の僧

本願寺と「勤王僧」：月性の京都にお本願寺史料 53
ける活動を中心に 研究所報

西光寺祐俊筆「聖教目録」 （下） 本願寺史料 54
研究所報

フェルデイナン卜・リース物語(第6 春 秋 597
話)楽園の再生：一八二八-一八三八

大正・昭和前期の宗教と社会(13)皇春 秋 597
室＝神社の一体性と国家神道の新展開

ピートニクたちが求めた悟り 春 秋 596

フェルデイナン卜 ・ リース物語(第5 春 秋 596
話)帰還から再起へ：一八二四一一八二
八

大正・昭和前期の宗教と社会(12)知識春 秋 596
人の神道観・天皇観の変容

フェルデイナント ・リース物語(第2 春 秋 593
話)師の使命、師弟の試練：一八○一一
一八○五

フェルデイナン卜・リース物語(第1 春 秋 592
話)楽園の揺りかご一七八四一一八○

大正・昭和前期の宗教と社会(10)石橋春 秋 591
湛山が捉えた集合的沸騰の日本

本祐攝

島信行

泉 量

田義道

西
貴
老
黒

嵩 宣也

堤 正史

横田理博

林 晃弘

小林健太

尾崎誠仁

かげはら史帆

島薗 進

細川廣次

かげはら史帆

島薗 進

かげはら史帆

かげはら史帆

島薗 進
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大正・昭和前期の宗教と社会(9)群衆春
が育てた国家神道

モーツァルトの青春断想(9) 春

大正・昭和前期の宗教と社会(8)二重春
橋前平癒祈願と大衆の「熱誠」

秋島薗 進 590

秋
秋

塩山千初

島薗 進

590

589

日本の「宗教｣/宗教はどんなものだっ
たか・暫定的総括：日本「宗教」史ゼ
ロ章として(下）

春 秋彌永信美 589

ブッディスト ・セオロジーの

自己否定のプロセス
試み(3) 春 秋武蔵

聡子

立人

立川 589

平安時代のモノノケの姿

開花に包まれた萌芽： 『シュタイナー
根源的霊性論：バガヴァッド・ギータ
ーとパウロの書簡』を読む

大正・昭和前期の宗教と社会(7)国民
の「熱誠」と明治神宮創建への動き

日本の「宗教」はどんなものだった
か。近世編：日本「宗教」史ゼロ章と
して(中）

大正・昭和前期の宗教と社会(6)明治
天皇の崩御と大衆参加による神聖化

日本に「宗教」はあったか？ ：日本
｢宗教」史ゼロ章として(上）

二元論の深まり ：小林秀雄の『白痴』
論

真宗無明論

｢金剛鉾』の撰述目的と野客について

金子大栄における無量寿経観（花園大
学における第六十八回学術大会紀要
(1))

加藤弘之の仏教批判への清沢満之の反
応（花園大学における第六十八回学術
大会紀要(1)）

機法一体の研究

書評中西直樹・近藤俊太郎編令知会
と明治仏教(龍谷叢書41）

春
春

秋
秋

小山

飯塚

589

588

春
春

秋
秋

島薗 進

彌永信美

588

588

島薗 進

彌永信美

渡仲幸利

春
春
春

秋
秋
秋

587

587

587

印

印

印

仏
仏
仏

楳
倉

顕
裕
行

研
研
研

紅
柏
東

英
明
真

66

66

66

仏淳 印 研川口 66

森 慶樹

名畑直日児

行信学報

近代仏教

30

25
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栗田英彦書評和崎光太郎明治のく青年＞：立近代仏教
志・修養・煩悶

白川哲夫書評粟津賢太記憶と追悼の宗教社会近代仏教
学：戦没者祭祀の成立と変容

岡田正彦書評MicahL.Auerback:AStoried近代仏教

Sage: CanonandCreation inthe
MakingofaJapaneseBuddha

近藤俊太郎書評山本伸裕・碧海寿広編清沢満之近代仏教
と近代日本

佐藤文子書評オリオン・クラウタウ編戦後歴近代仏教
史学と日本仏教

渡辺健哉書評エリック・シッケタンツ堕落と近代仏教
復興の近代中国仏教：日本仏教との遜
遁とその歴史像の構築

戸田教敞害評西山茂近現代日本の法華運動 近代仏教

松金公正書評中西直樹植民地台湾と日本仏教近代仏教

福井 敬 「近代東アジア宗教の変遷と発展学術近代仏教
シンポジウム(近代東亜宗教的鍾遷與
發展學術研討會)」に参加して

森岡清美 コンポイのライフヒストリー（吉田久近代仏教
一基金研究プロジェクト 「仏教思想を
中心とした日本近代思想史の再考」
森岡清美『真宗大谷派の革新運動：白
川党・井上豊忠のライフヒストリー』
合評会）

名和達宣清沢満之と井上豊忠：近代教団史検証近代仏教
の指標（吉田久一基金研究プロジェク
ト 「仏教思想を中心とした日本近代思
想史の再考」森岡清美『真宗大谷派
の革新運動：白川党・井上豊忠のライ
フヒストリー』合評会）

碧海寿広近代仏教史研究から読む（吉田久一基近代仏教
金研究プロジェクト 「仏教思想を中心
とした日本近代思想史の再考」森岡清
美『真宗大谷派の革新運動：白川党・
井上豊忠のライフヒストリー』合評
会）
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森岡社会学における『真宗大谷派の革近代仏教
新運動』の位置づけ（吉田久一基金研
究プロジェクト 「仏教思想を中心とし
た日本近代思想史の再考」森岡清美
｢真宗大谷派の革新運動：白川党・井
上豊忠のライフヒストリー』合評会）

宮沢トシの信仰： 「我等と衆生と皆倶近代仏教
に」

戒律主義と国民道徳：宗門改革期の釈近代仏教
雲照

BC級戦犯の「追悼」の諸相とその実近代仏教
質：白蓮社を中心に

真理と機：仏教因果説論争から見る情近代仏教
沢満之の思想と信仰

永岡崇氏の書評へのリプライ 近代仏教

書評大澤広嗣戦時下の日本仏教と南近代仏教
方地域

書評新野和暢皇道仏教と大陸布教： 近代仏教
十五年戦争期の宗教と国家

書評白川哲夫「戦没者慰霊」と近代近代仏教
日本：殉難者と護国神社の成立史

書評大谷栄一・吉永進一・近藤俊太近代仏教
郎編近代仏教スタディーズ：仏教か
らみたもうひとつの近代

書評梁明霞近代日本新仏教運動研究近代仏教

書評三浦節夫井上円了：日本近代の近代仏教
先駆者の生涯と思想

書評中西直樹・吉永進一仏教国際ネ近代仏教
ツトワークの源流：海外宣教会(一八
八八年～一八九三年)の光と影

書評HansMartinKramer:Shimaji近代仏教
Mokurai andtheReconceptionof
ReligionandtheSecularinModern
Japan

書評川邉雄大浄土真宗と近代日本： 近代仏教
東アジア・布教・漢学

大谷栄一 25

牧野 静

亀山光明

片岡英子

長谷川琢哉

25

25

25

25

塚田穂

小島敬

高
裕

24

24

繁田真爾

小林惇道

武井謙悟

24

24

24

陳 継東

長谷川琢哉

24

24

岩田真美 24

岡田正彦 24

福島栄寿 24
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坂井田夕起子戦時上海の『i戦時上海の『仏教復興』試論：真宗本近代仏教
願寺派や中支宗教大同連盟との関係を
中心に

日本仏教史研究の五十年 近代仏教

24

中尾 堯，
圭室文雄，
林 淳

長谷川琢哉

24

哲学の限界と二種深信：－「中期」 現代と親鶯
渭沢満之における宗教哲学の行方一

動き出す大悲:TheOriginalPrayer現代と親鴬
についての一考察（鈴木大拙没後50年
記念特集）

英訳『教行信証』研究会Suzuki現代と親鶯
Daisetsu'sPresentationofBuddhism

totheWest (鈴木大拙没後50年記念
特集）

追想杉本耕一君の逝去を受けて（第現代と親鶯
二回清沢満之研究交流会清沢満之か
ら問われるもの：異領域間の「対話」
は可能か？）

今村仁司の清沢満之論と「宗教哲学」 現代と親鶯
の課題（第二回清沢満之研究交流会
清沢満之から問われるもの：異領域間

の「対話」は可能か？）

清沢満之再誕：その歴史的意味（第二現代と親鶯
回清沢満之研究交流会清沢満之から
問われるもの：異領域間の「対話」は

可能か?）

方法としての<清沢満之＞の可能性： 現代と親驚
｢悪」と近代への問い（第二回清沢満
之研究交流会清沢満之から問われる
もの：異領域間の「対話」は可能か?）

唐木順三の一体論における「伝統」と現代と親鶯
｢近代」

啓蒙の神話学：－フォントネルの神宗教研究
話論とその文脈－

江川純一・久保田浩編『｢呪術」の呪宗教研究
縛』上巻・下巻

日本におけるエホバの証人の展開過宗教研究
程：終戦から一九七○年代半ばまで

37

田村晃徳 36

パィマィヶル 36

岩田文昭 35

杉本耕一 35

名畑直日児 35

繁田真爾 35

飯島孝良

高橋駿仁

川田牧人

山口瑞穂

35

92

92

91
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伊達聖伸 書評と紹介菅野賢治著『フランス・
ユダヤの歴史』 （上・下)上：古代から
ドレフェス事件まで下：二○世紀か
ら今日まで

書評と紹介山本伸一著『総説カバラ
ー：ユダヤ神秘主義の真相と歴史』

書評と紹介江島尚俊・三浦周・松野
智章編『戦時日本の大学と宗教』

二○一六年度研究生報告論文要旨西
吟の行信論研究

近世東国伝道の一考察：性信前世遺骨
讃（特集テーマ関東伝道）

曇鶯大師「無生の生」の誤謬説を嘆く

一心帰命と一心願生

｢勤王僧」再考一戦前における研
究状況を中心に－

戦国期本願寺家臣団の基礎研究

真宗伝統教学再考：高木顕明の還相回
向論のルーツを求めて（廣瀬怪先生退
職記念菱木政晴先生退職記念）

『列女傳』研究序説：中國近世におけ
る流布と受容

近世真宗伝道の一考察：東国における
大蛇済度證

近世の東大寺大仏千僧会等に於ける真
宗と時宗・融通念仏宗の対比

宗教研究 91

後藤正英

藤田大誠

伊藤顕慈

南條了瑛

宗教研究

宗教研究

91

91

浄土真宗
総合研究

浄土真宗
総合研究

親鶯教学

親鴬教学

大正大学大学院
研究論集

東海仏教

同朋仏教

11

11

良
知
秀

鍵主

延塚

高橋

敬
道
慧

109

109

42

安藤 弥

菱木政晴

63

53

仙石知子

南條了瑛

古賀克彦

東洋の思想と
宗 教

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

35

34

34

<現代問題＞

濱吉美穂，稗純寛， 共生(ともいき)のこころで考え
大河内大博，杉本浩章， るエンドオブライフケア：臨床
河本敦史，小森昌彦 宗教師・医療福祉専門職者の連

携によるより良いケアを目指し
てシンポジウム開催報告

吉水岳彦臨床仏教師養成プログラム発足につい
て

仏教大学総合
研究所紀要

25

仏
学
教
会
文
紀
化
要

26
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石橋晃倫人工知能と僧侶についての一考察：時龍谷教学 53
間をきっかけとして

武田一真確実性の克服：現代社会における仏教龍谷教学 53
の意義

石田智秀倶会一処：あるいは『プラネタリア龍谷教学 53
ン』に見る現代人の潜在的な欲求と仏
教の救い・浄土の真宗

大在 紀布教現場における人工知能の可能性と龍谷教学 53
人間にしかできないこと

森田喜治児童養護施設内心理療法士の職務調龍谷大学仏教 56
査：生活担当職員の心理担当者に求め文化研究所紀要
る職務

峯崎賢亮法式からみた時宗における葬儀の教学時宗教学年報 46
的意味について

小林俊暁住民主体の地域福祉活動における寺院時宗教学年報 46
の役割と可能性

田中信人時宗における葬儀の意義と実際(導師時宗教学年報 46
の役割を中心に）

貴島信行真宗伝道学の基礎的考察：仏道として眞 宗 學137・
の伝道（川添泰信教授定年退職記念特 138
集號：浄土仏教と親鶯教義）

深川宣暢真宗念仏者における利他的行為(他者眞 宗 學137．
支援)の一考察：木越康・著『ボラン 138
テイアは親鶯の教えに反するのか：他
力理解の相克』をめぐって（川添泰信
教授定年退職記念特集號：浄土仏教と
親鶯教義）

葛野洋明国際伝道論研究の意義（川添泰信教授眞 宗 學137・
定年退職記念特集號：浄土仏教と親鶯 138
教義）

中平了悟浄土真宗の実践：その射程とそれを立眞 宗 學137．
ちあがらせるものについて（川添泰信 138
教授定年退職記念特集號：浄土仏教と
親鶯教義）

打本弘祐親鴬と対象喪失(上)グリーフケアとの眞 宗 學137．
接点を求めて（川添泰信教授定年退職 138
記念特集號：浄土仏教と親鶯教義）

小川健一天文教育に関する指導法の研究：小学大谷学報96(2)
校天文教材を中心に
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中国映画「大路」に見る30年代の標準大谷学報96(2)
語について

ターミナルケア、グリーフケアの現場大谷学報97(1)
から考える人生の喜びと悲しみの意味
(二○一七年度春季公開講演会講演
録）

ある死体損壊等被告事件の情状鑑定を大谷学報97(1)
通して

MLA連携における3Dデジタルアー大谷学報97(2)
カイプ活用に向けた一考察:M(博物
館等施設)･L(図書館施設)間の課題
解決を中心として

社会福祉施策の方向性について(平教化研究 28
成二十八年研究活動報告一総合研究 （浄土宗総合研究所）
宗務総長諮問プロジェクト）

僧侶養成に係る総合的研究(平成二教化研究 28
十八年研究活動報告一総合研究総 （浄土宗総合研究所）
合研究プロジェクト）

次世代継承に関する研究(平成二十教化研究 28
八年研究活動報告一総合研究総合 （浄土宗総合研究所）
研究プロジェクト）

浄土宗僧侶の社会実践(カウンセリ教化研究 28
ング)(平成二十八年研究活動報告一 （浄土宗総合研究所）
総合研究総合研究プロジェクト）

災害対応の総合的研究(平成二十八教化研究 28
年研究活動報告一総合研究総合研（浄土宗総合研究所）
究プロジェクト）

現代における老いと仏教(平成二十教化研究 28
八年研究活動報告一総合研究総合 （浄土宗総合研究所）
研究プロジェクト）

法然上人御法語集第4 ． 5集(平成教化研究 28
二十八年研究活動報告一応用研究 （浄土宗総合研究所）
応用研究プロジェクト）

浄土宗基本典籍の電子テキスト化教化研究 28
(平成二十八年研究活動報告一応用 （浄土宗総合研究所）
研究応用研究プロジェクト）

浄土宗基本典籍の英訳研究(平成二教化研究 28
十八年研究活動報告一応用研究応 （浄土宗総合研究所）
用研究プロジェクト）

渡部 洋

高木慶子

脇中 洋

武田和哉

今岡達雄

井野周隆

名和清隆

曽根
一
日
一 雄

宮坂直樹

東海林良昌

林田康順

佐藤堅正

戸松義晴
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市川定敬浄土宗基本典籍の翻訳(日常勤行式） 教化研究 28
（平成二十八年研究活動報告一応用 （浄土宗総合研究所）
研究応用研究プロジェクト）

中野孝昭法式研究(平成二十八年研究活動報教化研究 28
告一基礎研究基礎研究プロジェク （浄土宗総合研究所）
卜）

後藤真法布教研究(平成二十八年研究活動報教化研究 28
告一基礎研究基礎研究プロジェク （浄土宗総合研究所）
ト）

柴田泰山教学研究I(東京)(平成二十八年研教化研究 28
究活動報告一基礎研究基礎研究プ （浄土宗総合研究所）
ロジェクト）

齊藤舜健教学研究II(京都分室)(平成二十八教化研究 28
年研究活動報告一基礎研究基礎研（浄土宗総合研究所）
究プロジェクト）

遠山和大， 「念仏･和讃」データベースとeラ研究紀要（京都女子大31
黒田義道， －ニングの構築(その2） 学宗教・文化研究所）
深見友紀子，
赤羽美希

宮野純次地域の自然を活用した自然体験と研究紀要（京都女子大31
環境教育の取り組み(2) 学宗教・文化研究所）

ガハプカ奈美宗教歌の原語演奏について：ドイ研究紀要（京都女子大31
ツにおけるM.ルターの宗教改革学宗教・文化研究所）
と音楽から

槙村久子個人化・無縁化する社会の公共墓研究紀要（京都女子大31
地の変化と対応 学宗教・文化研究所）

表 真美 アイルランド共和国の小学校にお研究紀要（京都女子大3l
ける宗教教育：カトリック新カリ学宗教・文化研究所）
キュラムを中心に

前川佳代庭園文化にみる京都と平泉：御室研究紀要（京都女子大31
地域と毛越寺 学宗教・文化研究所）

表 真美 アイルランド共和国の小学校にお研究紀要（京都女子大3l
ける宗教教育：カトリック新カリ学宗教・文化研究所）
キュラムを中心に

稗氏真澄アメリカ日系人強制収容と真宗国際伝眞宗研究 62
道の実際：開教使の書簡・日記を中心
に

田中ケネス 今後の真宗はどうあるべきか：グロー高田学報 106
バル視点より
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一し哲学年報（九州大学大77
人権学院人文科学研究院）

円谷裕二 カントの超越論的哲学からアーレ哲学年報（九州大学大
ントの政治哲学へ：根源悪と人権学院人文科学研究院）
概念をめぐって

原理なき、目的なき「経過」とし哲学年報（九州大学大
ての自然と藝術:Th．W・アドル学院人文科学研究院）
ノの美学思想の今日的意義

伝道教学構築の可能性 行信学報

第十五回親鷲仏教センター研究交流サ現代と親鶯
ロン現代と古典： 「役立つ」学びと
は？

現代と親鶯の研究会く生まれる＞こと現代と親鶯
をめぐる倫理学のために：〈誰＞かで
あることの<起源＞

現代と親鶯の研究会宗教性を哲学者現代と親鶯
はどう考えるか

称名念仏と浄土：現代の思想的課題か現代と親鶯
らの照射（第十三回親鴬仏教センター
のつどい。記念講演）

現代と親鶯の研究会尊厳と思いやり現代と親鶯
が交響する財政：次の世代がその次の
世代とつながるために

Guhyamanitilakaにおける「四種法」高野山大学密教
について：第四章の校訂テクストおよ文化研究所紀要
び和訳

公開講演仏教・禅と祈り （研究会駒沢大学大学院
発足五十周年記念号） 仏教学研究会年報

懐旧大学院研究会（研究会発足五十駒沢大学大学院
周年記念号） 仏教学研究会年報

新潟県における教導職制度について： 駒沢大学
特に曹洞宗を中心として（永井政之教仏教学部論集
授退任記念號）

イスラームの宗教性と現代（宗学院公宗学院論集
開講座(二○一六年度)）

原発と平和、幸福（宗学院公開講座宗学院論集
(二○一六年度)）

宗教的な宗教現象と世俗的な宗教現象宗教研究
のあいだ：－宗教の判断基準はどの
ような要素になりうるか－

東口 豊 77

玄宥

博義，
さをり

堅
川
田

田
井
中

30

36

加藤秀一 36

博
弘

正
正

岡
田

森
下

36

35

井手英策 35

徳重弘志 31

奈良康明

池田魯参

永井俊道

50

50

48

小田淑子

小出裕章

高山善光

90

90

92
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久保田 浩華園聰麿著『宗教現象学入門一人間
学への視線から－』

浦井 聡無宗教者の「救済」？ ：－田辺元の
宗教哲学における救済の絶対媒介の構
造をめぐって－

土居 浩村上晶著『巫者のいる日常一津軽
のカミサマから都心のスピリチュアル
セラピストまで一』

高井啓介渡辺和子著『エサルハドン王位継承誓
約文書』

津田謙治中西恭子著『ユリアヌスの信仰世界
一万華鏡のなかの哲人皇帝一』

井関大介熊沢蕃山の「大道」と「神道」

権 東祐教派神道の朝鮮布教からみる近代神道
の様相：－神道修成派・黒住教・神
宮教を事例に－

伊達聖伸藤原聖子著『ポスト多文化主義教育が
描く宗教一イギリス〈共同体の結
束＞政策の功罪一』

杉村靖彦星川啓慈著『宗教哲学論考一ウィト
ゲンシュダイン・脳科学・シュッツ
ー』

佐藤啓介書評と紹介関西学院大学キリスト教
と文化研究センター編『現代文化とキ
リスト教』

藤田正勝書評と紹介岡村康夫著『シェリング
哲学の蹟き： 『世界時代』の構想の挫
折とその超克』

島田勝巳書評と紹介八巻和彦著『クザーヌス
生きている中世：開かれた世界と閉じ
た世界』

土橋茂樹書評と紹介土井健司著『救貧看護と
フィランスロピア：古代キリスト教に
おけるフィランスロピア論の生成』

宮嶋俊一書評と紹介佐藤啓介著『死者と苦し
みの宗教哲学：宗教哲学の現代的可能
性』

宗教研究

宗教研究

92

92

宗教研究 92

宗教研究

宗教研究

92

92

一
不
一
示

教研究

教研究

92

92

宗教研究 92

宗教研究 92

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91
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中山 郁 書評と紹介粟津賢太著『記憶と追悼宗教研究
の宗教社会学：戦没者祭祀の成立と変
容』

書評と紹介三木英編『異教のニュー宗教研究
カマーたち：日本における移民と宗
教』

書評と紹介内村琢也著『東亜連盟運宗教研究
動と石原莞爾』

書評と紹介柴田真希都著『明治知識宗教研究
人としての内村鑑三：その批判精神と
普遍主義の展開』

書評と紹介山本伸裕・碧海寿広編宗教研究
『清沢満之と近代日本』

書評と紹介阿満利麿著『日本精神宗教研究
史：自然宗教の逆襲」

書評と紹介平山昇著『初詣の社会宗教研究
史：鉄道が生んだ娯楽とナショナリズ
ム』

書評と紹介ジョン・ブリーン編『変宗教研究
容する聖地伊勢』

書評と紹介頼住光子著『さとりと日宗教研究
本人：食・武・和・徳・行』

書評と紹介村上紀夫著『京都地蔵盆宗教研究
の歴史』

キリスト教と「運命」：プロテスタン宗教研究
卜神学における『西洋の没落』の残響

書評と紹介塩崎悠輝著『国家と対時宗教研究
するイスラーム：マレーシアにおける

イスラーム法学の展開』

書評と紹介大川玲子著『チャムパ王宗教研究
国とイスラーム：カンボジアにおける
離散民のアイデンティティ』

書評と紹介安田慎著『イスラミッ宗教研究
ク・ツーリズムの勃興：宗教の観光資
源化』

書評と紹介西山茂著『近現代日本の宗教研究
法華運動』

91

~古

I可 橋典史 91

大西克明

岩野祐介

91

91

岡田正彦

守屋友江

對馬路人

91

91

91

板井正斉

何 燕生

清水邦彦

小柳敦史

嶋田弘之

91

91

91

91

91

塩崎悠輝 91

岡本亮輔 91

笠井正弘 91
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芳賀 学書評と紹介寺田喜朗・塚田穂高・川
又俊則・小島伸之編者『近現代日本の
宗教変動：実証的宗教社会学の視座か
ら』

山中 弘消費社会における現代宗教の変容（特
集宗教と経済）

堀江宗正職場スピリチュアリティとは何か：そ
の理論的展開と歴史的意義（特集宗
教と経済）

別所裕介聖地を切り売りする人々：現代チベッ
トの経済開発と民衆的信仰空間の特性
（特集宗教と経済）

長岡慎介岐路に立つイスラーム金融：異端派が
切り開く新たな将来ビジョンとポスト
資本主義時代におけるその可能性（特
集宗教と経済）

津田謙治初期キリスト教教父思想におけるオイ
コノミア概念：否定神学、悪の問題を
手掛かりとして（特集宗教と経済）

住家正芳宗教経済学における合理性：合理性の
理論的位置づけについての試論（特集
宗教と経済）

川又俊則教団会計と意識調査にみる人口減少時
代の維持困難さ：経済的側面を中心に
（特集宗教と経済）

金子奈央宗教共同体における死と私有財産：禅
清規における唱衣法の記述から （特集
宗教と経済）

岩井 洋宗教と経営：宗教経営学の視点から
（特集宗教と経済）

市川 裕ユダヤ教の経済観念：正しい道理の富
（特集宗教と経済）

荒川敏彦マックス・ヴェーバーの宗教社会学に
おける宗教と経済：著作間の相互連関
を問う （特集宗教と経済）

多田 修現代人は仏教に何を求めているか：ア
マゾンランキングを通しての考察

雲居玄道葬儀・仏前結婚式に関して：統計デー
タの取り方と分析方法

宗教研究 91

宗教研究
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91

91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究 91

宗教研究

宗教研究

宗教研究

91

91

91

浄
総
浄
総

真
研
真
研

宗
究
宗
究

士
合
土
合

1l

11

－72－



平成二九年度真宗学関係研究論文目録

丘山願海 発刊にあたって 浄土真宗
総合研究

大正大学大学院
研究論集

11

河田純一 ｢がん患者」になる、 「がん患者」とし
て生きる－再帰的自己論を用いた
｢がん患者」の自己アイデンティティ
の考察一

契約講研究の成果と課題一分野横
断的な検討から－

ハワイにおける日系仏教教団の現地法
人設立と組織の変容一財団法人布
畦浄土宗教団の設立を事例に－

花井記念室および結城豊太郎記念館に
保管されている高楠家の人々からの書
簡：花井稲子と結城豊太郎宛ての書簡
四通について

花井記念室および結城豊太郎記念館に
保管されている高楠家の人々からの書
簡：花井稲子と結城豊太郎宛ての書簡
四通について

42

大場あや 大正大学大学院
研究論集

大正大学大学院
研究論集

42

魚尾和瑛 42

青木裕子 武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

34

青木裕子 武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

34

<講演・シンポジウム＞

平岡 聡

山本和彦

公開講演初期大乗経典誕生の背景

二○一七年度新入会員歓迎講演四住
期とブッダの言葉

私の行く浄土（佛教文化学会第26回学
術大会シンポジウム録大会テーマ
『地獄と極楽：いま、その意義を問い
直す』）

地獄と妖怪：近世の妖怪画における地
獄絵図像の摂取と変容（佛教文化学会
第26回学術大会シンポジウム録大会
テーマ『地獄と極楽：いま、その意義
を問い直す』）

この世の写し鏡としてのあの世：仏教
絵本に見る地獄（佛教文化学会第26回
学術大会シンポジウム録大会テーマ
『地獄と極楽：いま、その意義を問い
直す』）

佛教学セミナー
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105
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曽根宣雄基調講議「浄土三部経」に説かれる仏教文化 26
極楽浄土（佛教文化学会第26回学術大学会紀要
会シンポジウム録大会テーマ『地獄
と極楽：いま、その意義を問い直す』）

神達知純基調講義日本仏教における地獄の諸仏教文化 26
相（佛教文化学会第26回学術大会シ学会紀要
ンポジウム録大会テーマ『地獄と極
楽：いま、その意義を問い直す』）

塩入法道， 開会の辞/趣旨説明（佛教文化学会第仏教文化 26
村上興匡 26回学術大会シンポジウム録大会テ学会紀要

一マ『地獄と極楽：いま、その意義を
問い直す』）

内藤知康記念講演浄土真宗の人間観 龍谷教学 53

安藤光慈， 第五十三回大会シンポジウム人間と龍谷教学 53
小堀 聡， はなにか：科学者と仏教者の対話を通
師 茂樹， して
松尾宣昭

武田龍精第86回仏教文化講演会記録親鶯聖人龍谷大学仏教 56
全撰述英訳にかかわる仏典翻訳論：浄文化研究所紀要
土真宗本願寺派編CWS事業に従事し
て

長澤昌幸遊行七祖他阿弥陀仏述『条条行儀法時宗教学年報 46
則』講説

脇坂真弥 《私》という偶然をめぐって（二○一大谷学報97(1)
七年度春季公開講演会講演録）

前川佳代宗教･文化研究所公開講座講演録要研究紀要（京都女子大31
旨庭園文化にみる京都と平泉：御学宗教・文化研究所）
室地域と毛越寺

野口 実宗教･文化研究所公開講座講演録要研究紀要（京都女子大31
旨京都と鎌倉 学宗教・文化研究所）

能仁正顕仏教文化公開講座講演録大乗仏教研究紀要（京都女子大31
の展開と仏説論 学宗教・文化研究所）

加来雄之講演第二十三回真宗大谷派教学大会真宗教学研究 38
「仏の名号」と仏身仏土：摂化として
実現する名号の世界（浄土という世界
観）

高田信良第二十四回真宗教学学会講演会真宗教学研究 38
「本願力回向の宗教」の宗祖、親鴬聖
人：本願を信じ念仏を申さば仏に成る
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第二十四回真宗教学学会講演会
｢証」の二重性と「念仏成仏」

記念講演阿弥陀仏と阿悶仏の浄土

第五一回光華講座相手を人として尊
重するということ：人間尊重の倫理原
則

一講演一浄土三部経と親鶯聖人

シンポジウムコメント

シンポジウム仏の消えた浄土：日蓮
と近代法華仏教の距離

シンポジウム戦時下における日蓮門
下と「不敬」問題：抑圧と抵抗の意義

シンポジウム日蓮主義研究における
新たなアプローチの試み：田中智学と
本多日生にみる日蓮仏教の再解釈/再
構築

シンポジウム近代法華仏教研究の成
果と課題：とくに二○○○年代以降の
研究史を中心に

シンポジウム 「近代法華仏教研究の
新たな展開」の趣旨

シンポジウム移民布教と仏教文物

シンポジウムアメリカに移民した日
本人女性たちと仏教

シンポジウム移民とともにつくる仏
教会：日系アメリカ仏教雑誌からみた
仏教会の形成過程と活動

シンポジウム 「太平洋をまたぐ日系
仏教の諸相」の趣旨

深層意識の自覚化（第十三回親鶯仏教
センターのつどい。記念講演）

公開講演中世初頭の仏教界に見る学
問と修行（永井政之教授退任記念號）

最終講義「異類中行」私考：禅僧の
民衆教化（永井政之教授退任記念號）
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伊東昌彦 「親鶯」なのか、 「禅」なのか：東京都
23区周辺における講演会・講座(2015
年度報告）

佐藤達全，山崎和子， パネルディスカッション・質疑応
山室吉孝，橋本弘道， 答（公開シンポジウム記録平成
仙田考，下室覚道， 二十九年度鶴見大学仏教文化研究
木村清孝 所公開シンポジウム仏教に学ぶ

保育の原点）

仙田 考仏教・保育・子どもの環境：保育にお
ける環境とは、仏教・保育・栽培の関
わり （公開シンポジウム記録平成二
十九年度鶴見大学仏教文化研究所公開
シンポジウム仏教に学ぶ保育の原点）

橋本弘道保育者論としての仏教保育：仏教保育
の理念と授業実践（公開シンポジウム
記録平成二十九年度鶴見大学仏教文
化研究所公開シンポジウム仏教に学
ぶ保育の原点）

山室吉孝幼児期における道徳教育及び宗教教
育： 「利他」の心を育てる （公開シン
ポジウム記録平成二十九年度鶴見大
学仏教文化研究所公開シンポジウム
仏教に学ぶ保育の原点）

山崎和子現場における仏教保育：子どもたちの
幸せを願って（公開シンポジウム記録
平成二十九年度鶴見大学仏教文化研究
所公開シンポジウム仏教に学ぶ保育
の原点）

佐藤達全仏教に学ぶ保育の原点（公開シンポジ
ウム記録平成二十九年度鶴見大学仏
教文化研究所公開シンポジウム仏教
に学ぶ保育の原点）
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｢｢若手研究者問題」シンポジウム二○日本史研究 657
一七」記録

全体会シンポジウム全大会報告批判日本史研究 656
(二○一六年度日本史研究会大会報告
批判）

日本宗教文化史学会二十周年記念講演日本宗教 2l
西洋から見た日本宗教文化史：研究方文化史研究
法とそこから浮かびあがる特質（西洋
から見た日本宗教文化史：研究方法と
そこから浮かびあがる特質）

基調講演録親鶯における自力と他力武蔵野大学仏教 34
文化研究所紀要

山口一樹

河内春人

サムエルC・

モース

末木文美士

[付記］ここに掲載しました論文は、平成29(2017)年4月より平成30 (2018)年

3月までに発表されたものです。掲載漏れの論文も多いかと思いますが、何卒

ご容赦下さい。 この目録は龍谷大学図書館に収蔵されている雑誌を中心に集め

ております。 もし掲載漏れ・誤植等お気づきの際には、お手を煩わせますが、

真宗学会までご連絡頂ければ幸いです。
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